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本県の真珠養殖業は、昭和初期K始められているが本格的左産業化の段階

と友ったのは戦後からで、現在では全国第 4-t立の生産をあげ、短期間忙驚異

的念発展を遂げてきた。

今後本県にがける真珠養殖業を地場産業として育成、振興し、併せて真珠

がよび真珠母貝の品質の向上と生産の増強、安定化K資するためK、真珠が

よび真珠母貝養殖業の実態並びK当養殖漁場の環境調査を実施し、その結果

を取纏めたので、との資料が関係各位の事業推進のうえで参考の一助ともを

れば幸いである。

設か、当調査、化あた b、種々の便宜がよび:資料の提供を賜った真珠養殖業

/者の方々をはじめ、御指導を頂いた国立真珠研究所大村支所、長崎県水産試

一験場陀対じ厚〈御礼申しあげます。

昭和 44年 3月

熊本県水産課長: 榎太慎太郎
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I 熊本県に bける真珠bよび真珠母員養殖業の実態

1.真珠養殖の推移

本県の真珠養殖は、大正3年K熊本県水産試験場が長崎県大村湾から 3年母貝1万個を購入

し、羊角湾で真珠母貝の試験養績なよび挿核試験を実施したのが最初である。しかしながら、

，;， jt 同養殖試験は種々の事情から大正9年K中止されている。

!て、、 E ぐ

，. 

養殖事業としては、大正 14年、 毘崎県大村湾で真珠養殖を実施していた西川新十郎(西JlI

藤吉の令弟)が天草K来島し、潟、場環境り調査、研究の結果、亀浦湾(tζ適地を発見し、大正

15年同地に西川真珠養殖試験場を設置、亀浦湾〈中島梅岸)の瀬K真珠母貝300千個を放

殖、昭和2年に真珠養殖(小康珠挿核)を開始したのが最初であるべ

念ヰテ、本県(tL::j;~ける戦前の真f-R~節直業は、上記の外昭和 12年三重県越鹿出身の中村徳次郎

が下浦湾(木渡市)で事業を実施してか夕、それぞれ11質調な成績を修めていたといわれている

が、昭和18年しゃし品廃止令Kよb事業を中止している。

戦後は、昭和22年K長崎県のIli南真珠株式会社 (111南震工の傍系会社)が下浦湾で養嫡を

再開した。また、亀浦湾では昭和24年林原政ーが叫と念りでTF画をはかったが事鵜始
までVてとぎつけるとと7う1できず、昭和26年K三重県の覚田真珠 会社と林原政一、宮下弘

井上寿八等が協力して、九m真致事霊会社を設立し同年から養殖が再開された。
昭和 27年真珠f湖底事業法が制定され、一方真珠業界の好況と柑まって、昭和32年以降三

重県、長崎県からの大手業者の進出没らびに地元漁民の着業で、昭和35年には経営件数 19、

真珠貝施術目標割当妥結;fi:5，800千個と左夕、 調呆の真珠養怨業も漸〈本格的な産業化の段階

へと発展してきた。念公、向年度Vとがける経営体の内訳をみるとγ県外からの進出Uてよるもの

9控営体、県内業者 10経営住である。

昭和 36年度県外から多数む様希望があったが、既存企業の健全育成ならびに地元漁民の

将来(tL:J託ける転業務業を考慮し、同年度以降新規起業を規制した。な必、同年8月、熊本県真

珠養殖漁業協同組合が設立発足し、事務所は本渡市に設置、初代組合長として九州真珠有限会

社の絵本語!茸が就任して'のる。

また、同年度よb、水俣病対策事業として姫戸、樋島、高・戸、大道、御所浦、風口、棚底の

7漁協で真珠母貝養殖業が開始された。

昭和 38年6月熊本県真珠及び真珠母貝養植業取扱基本方針を定め、 「新規起業の取扱J、

-1ー
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「漁業権の免許基準」等につき明文化し、密掴坊止、品質の向上i:はかる一方、既存企業の健

会育成、地元漁民Uてよる真珠養殖業D育成をはかつてきた。

昭和38""'"39年度Kは治岸漁業構造改等の一環として(地元漁民を主体とした生酪E合、叉

10企業体の新規着業があり、昭和41年度には経営体数 26、一真珠氏擁侃目標は漁民会社)

割当数量 20，790引局、真珠生産量約 6.2トン、生産金額約 30億円で、全国ラf4位を占め、

本県の真珠養殖業-は着実K進展してきている。

昭和42年度

から全真連を中心として、真珠業界がとぞって真珠生産の削減、並びK品質の向上をはかるべ

く自主規制が行なわれてきた。一方国にないても真珠輸出不振対策の一環として、真珠及びー支

41年度後半から真珠のi輸出不振事態が起夕、長期化の様想を呈するに歪夕、

珠母貝養殖調整に関する立法措置カ検討されてきている。

100日挿核Kよる 3制時[J波が実施された。昭和42~三度VC;j:;付る生産の自主規制Kついては

22，340千個で、真珠生産は 6.4トン、金額 15億円となり、昭和42年度本県の施術枠は、

前年代比し生産量は 3婦の(申びとなっているも、金額では輸出不振のあなDで50労減となっ

た。

，1 

‘

iー
;!;ijill-bit--iAafi--弘〈

7 ， 
刈

きー

真珠議殖荒業の推移
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2. 熊本県rc:Jo~ける真珠義殖業の現況
① 本県水産業V<:j:;>ける3気球華寄稿業の地位。

本県の漁業は治岸漁業が主体で、沖合、遠洋漁業の占める割合は極めて小さいものである。

本県にがける漁業翻Ijの生産量、生産金額の動向を主!叫九*3表に示してみたが、寸定
海面漁業と浅海議嫡業の生産金額は近年ほほ同額となってきている。また、一般海面漁業の

横這い状態K比レ、浅海養組;誌は若干の変動はみられるものの可成D高い{申びを示している。

現在木県Kかける主漁業となっているのは、 「のタ養殖業rr真珠養殖業j n釣延縄ur / 
まき縄Jr探貝採Jr刺調」であるが、とのうち「のり養殖業」と「真珠養箔業」て総生産
金額の 40係以上を占めている内

本県の真珠養箔業が企業化の段階K入ったのは昭和33年度からで、 ぞれ以降順調K伸び

てきてなb、昭和41年度には生産金額約30億円で、本県漁業総長産額の 24.7労とな夕、

漁業種別では、の91姿。1を業をしのいで才 1位とまった。 しかL念がら、 42年度には、生産

量では若干の(申 '(f:ò~みられたものの、 41年度後半からの真珠輸出不振で生度額ほ前年度。

約 50労減と左ったが、 真珠室主司直業はのりー軒霞業K次く・本県φ重要漁業のーっとi，j:っている。

u、、ー、

， 
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クド2表 熊本県にかける漁業種別生産量推移表 !単位トン (農林統計 ) 

時言語々木、|昭36 37 38寸 39 40 41 42 備 4 考

迷洋漁業 157 366 374 218 33 
(26421.2 4) 

324 
1. ( )内の数

(100 ) (233.1) (238.2) (138.9} (21.0) (206.4) 

州及び高 777 I 2，122 2，387 887 1，158 1，540 
字は増減指数

一 干87
のイ由底曳 (100) I (273.1) (101.4) (307.2) (114.2) (149.0) (198.2) 2.浅保養矯業は

7 A「35伺4 37.049 30，&15 32，578 31， 0干6I 20，543 年度の集計で

紋
(100) I (86:0) (104.4) (87.0) ( 91.8) (87.6) (57.9) ある。

敷 i網 1.555 1 1，079. 1，961 31:4...、 、1:248 336 327 
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採貝、藻 8209126457138603 鈎 670..i山 |36附 [22川|

([00) 1 (145.3).1' (212.0)1 (168.4) 1 :(137.1)1 (202.9) 1 (121目4)

業 その他漁業
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の D養殖

M361|1山町OE E87111 示12;0422云6331寸〕寸(2〈;4i但6F6234 ) ) 浅 (100) 1 (150.5)1 (116.8)! (189.6) 1 (70.4) 1 ( 

2.6 I 2.5. I 3.8 I 3.6 I 3.1 真珠養殖
(100) 川。46.2)I (138.5) 山 )1( 

真珠母貝
3843i391 引 ωlm

i毎'養 摺 .1・ (附(1，131.6) む0川
F 

くるまえび 56 1221716611  
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養 はまち養殖 3 2 39 I 29 
(100 ) (66.7) (1，300.0) 1 (966.7) (700.0) 1 (7，800.0) 

まだい養婚:早 一 1 1 41 
(100) I (4，100.0) 
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業 その他 l 8 1. 3 一 7 10 
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8，418 12，704 
〈19，1972.99) 
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計ー" .. 
、、【1(0)

9(61，5200.4 9) 
(189.8) (71.5) (104.6) (141. 7) 

よιョ為 計 81，238 115，718 109，266 92，927 104，283 79，933 
(100) (1184) (142.4) (134.5) i U14.4) (128.4) (98.4) 
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熊本県にかける漁業種別生産金額推移表r沖 3表
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108，6 15 I 74，487 
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(851. 2) 。， 8~5.6) 

415，917 
(137.1 ) (322.4) I 

9，330 
(155.5) 

457 
(100) 

3，402 
(14.0 ) (91.9) 

3，746 

(1川 l (7，204目。)
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20，925 
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(238.1 ) 
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一般海面漁期ま農林統計属人

② 浅海養箔業

⑦のタ養嫡業

県漁連の共販単価で算出

③ 真珠、真珠母貝、〈るをえ0:，

はまち、まだい、かき、わかめ、

その他かん水養殖業

農林統計の暦年統計単価で算

出



7や4表 熊本県陀制ナる年度別、漁業種思IJv生産額比較表

! 主長

の

(立) 真珠生産状況

ア、真珠生産t:止の後移

熊本県の真珠生産量は、 41年度 6.3トλ 42年度 6.4トンで、三重県、長崎県、愛媛県

につぎ全国うや4位の全国総生援量の 5%を占めているのをた、生産金額は 41年度 2.984.737

千円、 42年度 1，537.526千円で全国生区金額の約 7婚となって同る。

なな、 34年度と 42年度の生!者量対比は、全国の2.5倍の{申びK対し、木県は 17..1倍と驚

異的な伸びを示している。

-8-
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対ア4表全国各県の真珠生産量 (差是ー林統計)

京

兵

一
和'歌山

島 根

間 山

広 島

口

長一一一一一一「
(茨

到国生産計 I51.30 8 

注) 1. ( )内は淡水;真珠の生産議

2. 旬以下の数字は切捨ててあるので全国計と異なる場合がある。
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、

全国真珠生産金額との比較表 (農林統計) 単位千円

イ、真珠のサイズ別生産量

サイズ別生産量の推移をみると(分6表〉のとなbとをつてなb、本県(tC;j;~ける真珠養殖初

期の 34年彦容頃は中珠、小珠(74需)を主体とした生産であったのが、現在(41年度)では、

大珠、中珠が 93.4係と左D、また 34年度に比し大珠 30倍、中珠 21倍、小珠 3倍の{由びで、

本県の真珠は圧倒的に大型サイズの生産と念ってきているn

フヤ6表 真珠サイズ別生産比較茨
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F 

汁7表 真珠のサイズ別生[翠量推移表

22.9 

82.0 制日二需|444.6 
97.5 141 

3'5 278.3 409.9 65.0 

36 355.5 215.0 

37 779.0 175.9 

38 1，356.0 140.3 

39 

40 2，046.0 

41 I 2.933.0 

42 l-J片手ーい11T3同江口計二51」

統計 kq

小珠| 計

岬
一
計

位
口
旬

報績実業事

ウ、施術枠と施術実績

昭和 42年度の本県の施術枠制当数一込は 22.340千個で全国数量の約 5労で、全国ラ1"5香の

施術枠所有県である。 34年度からみて約 5イ15のj諮枠となっている。

地術実綴は、例年、施~h桝'd:þ 若干の実波地となっているが、 37年度 C80労j曽〉を除き、殆

んど遵守されてきている。

なが、 43年度の施術枠が前年度比 30%減となフているが、 ζれは 4Hj三以降の全国的念式

珠輸出不振Kとも友う割当削減のためでるみ。

-11ー
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勾

4

の
ru

咽
A

n

o

n
叫
が

qa

。
，
“
。
。
凋
告

i全国む目標
↑数量(引間

て111」トtl
，171 I 490 1: 7，904i 155， 9:~2 I 

言十

真珠貝施術目標数量会よび施術実績数量推移

大 中珠 i小珠

主f8表

関!日:ァ::hfp叶
1 

950 

950 
J 

F 
1，650 

2，570 

32 

33 

679 
「一一一一
34 

37寸卜::::;
一←ート

トぷ|

2，208 1，717 3，985 

490 

5，800 

6，000 

782 

834 

1;512 761 

6，000 340 

249，000 1，629 3，8 10，700 850 

1.117 6，790 8，328 12，900 

1，197 

片山咋21fZ日-:ユト笠井|
U92 11，251 18，000 6，477 

451，280 

315，749 

(注)

786 7.271 6，263 

33年、 34年は他県持込数量を含む。

施術実績数設は業者の実績報告資料KよるO

15，638 969 5，536 9，133 

1. 

2. 

43 

エ、真珠の色沢1訟よび品質

本県D浜揚珠はホワイト系統が強〈、厚巻きと加われているが、 ζれは業者の大半が天王主

上路樹域に漁場を所有し、化粧巻を実施しているためである。一世的にみて本県の漁場は、

天草下島海域はクリーム系統で、巻き1r;i早いがキメがあらい。天草上島1毎i或はホワイト系統

が強〈、特vc松島海域は¥::'ンク系統である。

キメが細かいといわれている。巻きは下島傑域に比し薄いが、

h
d
ミ

i
一

f
l
j

予
、
ハ
ー
ヲ

ι
H
Iム-12一
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片9表 i緑区別の真珠色沢と品質

ι三色沢|…|
にホワイト系である 巻き.は良早か奈H子〈キli|由化粧巻漁場としてよメか細 利用度が高い

ホワイト系の出現が高〈南部は||巻きは
ム系が強い

天王事東南海域
場所なよびその年のi漁場環境Kよb呉 。
なる

ホワイト系とクリーム系の出現はほぼ
檎 首苦 湾 。

同率程度である

天草南西海域 全体的にクリーム系の出現が高い
巻きは早いが 育成漁場としての
キメがあらい 利用度が高い

羊 角 湾、 全体的にクリーム系である |巻きは良好
基地漁場としての;
利用度が高iハ

天草北西海域 既存漁場ではホワイト系の出現が高い

芦北海域
全体的にはホワイト系の出現が角いが
場所Kよりクリーム系の出現が高い海 ~ 

域がある

(注) 聴取9VCよる。

③ 真珠養殖漁場

本県の真球選鏑漁場は、松島海域、天草東南・南西溺域なよび羊角i湾を主漁場として、天王主

西岸i海域を除〈天草島のほほ全治岸海域と芦北泊岸海域十て形成されている。

また、本県i漁場は、天草有明、北西海域を除いて、大小多数の島棋ならびに入江があり、比

較的深い水深と豊富な栄養分、それK適当な水流があるうえ、水潟が冬期で lO'C、夏期で28

℃前後で真珠養殖漁場としての適地が多い。

なか、真珠葉植としての環境条件K恵まれ、貝の成長も早〈、大型サイズ、良質珠の生産漁

場として、現在全国屈指の好漁場となっているヘ

ア、真珠義殖区画漁絹餐件数台よび面積の推移

真珠義徳の区沼漁業権漁場面積は昭和 41年度で 8，627千城、 43年度 10，808千伊となD、

34年度に比較し 4-5倍と大巾な縫加を示している。また、漁業権件数は、昭和41年度

274件、 43年度 340件となれ 34年度K比し 2-2.6倍となっている。

-13ー



$，珠養殖区厨漁業権件数なよび面積推移

日目?!zltfizjでf「-J 考-l
rV77tJ-F十 l

Hl::;-H:::;(J;J 
I 11 9.4 I 

フ!ァ 10表

3 

託
M
W
1
1ん
H
W
4
2
1

38 ! 有ミ 3，821，065 18 8.4 

39 i 4，126，235 203.4 

ヰ
、

6，162，49_9_ 303.'8 

274 8，626，624 425.5 

l-i汁 37
8，τ13';526 

10，808，358 [503.2 

4
u
t
i
-ょJ
門

11
イ、樹域別真珠養怨段、場面積

各梅 r~1えとも l可成タ大rþな増加を示している。特に天王E不知火海域は 34 年度K比し約 41

倍と大巾在地加であ夕、その他の海域も 5~10 倍の増加を示している、をた本県の真珠子安矯

の発祥地である学角湾(也、ほほ開発しつくされた観があり、今後の増加は望め左いようであるの

41 年度の J反攻別部場面積をみると、松島海域が全体の 44.3 領、夫書Z東洋~lIïj域 20.2 労、

天草南西I待域 12.5%で、本県真珠;荏捕の中核漁場と念っている。 また、近年新規漁場の開発が

著しく、相C天草有明海域の開放的i漁場へまで進出してきている。

-14ー
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25 

24 

西
(
南
一
西

北
一
東
一
南

廿
J

一
草
一
筆

天
一
天
二
大

炉設が
W
ご

181，319 14 羊角湾

芦北治様
準 80 

4，126，235 

ヲ?JF
203 

118，400. 594，000 

2，028，446 

8 

137 計

、. . 

41年度の海域別真珠i漁場面積比較図
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④ 真珠養頬筏数

7、筏数の推移

』、、

昭和 34年度Kかける真珠養殖筏は 4，255台であったが、年セ増加が若し< 42年度Kは

13，720台で約 2.2傍の猶加とをった。

筏の種類別では、木筏が 6.1倍強と念D、竹筏は29.3%減と念っている。 ζれは真ま栄養殖

筏として新しく開発されたフロート式筏K変ってきたものであ夕、同筏が本県K施設された

のは37年度からで、 42年度κは 8，579台と念タ筏数の 62係強を占めてりる。

沖 12表真珠養積筏数のj企移

達注理!、| 木

36 5063，5 

3 7 5，604 

<11 2，509; 7 2，864.25 6，343.9 

日
2.412.25 2; 72昔.8 8，578.34 

2.002.5 1.850.6 10，728.05 

イ、海域別の真珠養殖筏数

各海域とも十て大巾念増加を示し、 34年度K比べ東南海域で 7.8倍、松鳥海域で 2.8倍と左

っている。天草不知火海域から天主主東南MJ戎にかけては、近年その増加が著しいものと友つ

ている。

なが、 41i五度の海域別真珠養鏑筏数をみると、松島海域 32%、天草東南海域 26労、

天草南西海域 16.4%、天草不知火梅城山語、羊角湾 8.7労となっでがれ松島海と天王互

島の東・南側が著しく伸張しているの

-16ー
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事三一

フ|ア13表海域別の真珠養矯筏数縫移表

昭 34 I 昭 39

数J4141指数主主!
昭 41

筏 筏数 l指数
.L>、
ロ

3.75 2.6 I 276 1.360 100 2.528 186 

天王主不知火。

天草有明 φ

天草北西。 56 

478 1.115.9 

25 

天草東南ク I 391 

天草南西。

羊角湾

1. 726.5 

721 

尚
一
計

北
一
声 249.5 

一一一一一一一一一
4.254.5 1 00 7，843 1 84 

ラf'3悶 41 年度の海域別真珠筏台数比較図

天蔦北西海域

2.5各

芦北治岸際域

4.5 % 
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真珠養殖経営体

① 経営体の惟移 -J
 

じ
、

戦前なよび戦後の 22年'"'-'29年まではいずれも県外出身の2業者であったが 30年K初めて

地元の1業者が荒業L-ているう

32 -:--，34年K、県外からの進出、地元業者の着業並びK既存県外業者の企業分割、独立等で

、B

35年には19経営体となった。当年度の経営体の内木県出身者による企業ーは6経営体で、他の

13経営体は県外、若し〈は県外業者を主とした企業であった。

36 - 37年K県内業者 3経営体治労支術簡なよび資金商の理由から事業を中止している。

38 ~ 39年度、治埠漁業J震輿の一場として地元漁民を主体とした企業が10経営体表楽し、

26経営体とな夕現在に烹っている。

経営体数は 35年の約1.4倍と在っているカミ漁場問積、筏数陀比べその{市び率は非常K低い。

とれは 36年度以降県外からの進出合合さえたととが一つの大き念要因になっているが、他方、

地元漁民の真珠養摘に対する認識不足から新規管業者が少念かったととも一つの要因となって

いる。

対ア14表 真珠去を嫡経営体数の推移

一一T~配百二18υエl
____1  I一三.L__lI 

逼戸子司
32 33 

7 12 

_， 
o 
t 

4、

司

念秒、 41 年度現在にがける資本縁成状態からみると J~'(珠養組業 26 控常体で、総出資者数

189名、総資本金額 127，300千円となってなり、 1ζの内県外は56名の 71，495千円、県内は

133名の 55，805千円で、全体になける県内の出資資本の剖合は、出資者数で 69婦、出資金額

で44%と左つてはいるが、実態的には県外業者の勢力VC:}:i'さえられていると考えられる。
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主 主十 15表昭和41年度の資本矯成表

| 経営体数区 分 出資者数 資本金額

除外資本 27 名 52，000 
千同

5 

県共内同、 県資外の本 6 63 {県県外内
29 23，60 0 {県外 19，495 
34 県内 4，105 

県内資本 15 

18999iI 152?L，37000 0 
計 26 

また、経営形態は会社経営が 61労を占めてなb長も多い。

沖16表 経営形態別真珠養殖業者数 (昭42年度)

経営形態

経営体数

②経営規模

本県は先進県の大手業者の進出で開発され、発展してきたが、地元漁業者の着業が少いとと

から、各企業体の経営規模は年次毎に拡六され、現在、保有筏台数の中 J以後層は 20O~ 500台

で、真珠貝施術目標割当数量は最低 90 千個、中心階層は 500 千í!司~ 1.000千個となり、全体的

K中間層以上の経営規模であ夕、全国l制ても殆んどが大手の部類代入る。

沖 17表真珠養箔筏台数の階層別館営体数

王ぶ:¥手、ぷ¥階層: I~必合o台
/ 
i昭出戸数 9 
34 
筏台数 112台

昭 7 

39 

同時台
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ラiア18表 真珠貝施術目標数量の階層別経営体数

|忘度司I~万一 10万 20万 130万 I 50万 |i~701万00 100万
--20万 --30万 -50万 ~70万万:以;上未満 -10万

昭 l経営側| 8 3 2 l 
.曹、・・ T 一

34 
施術移 235 255 345 730 560 1.860 ← 

~9l 経送体数 10 1 7 1 2 3 2"j 

施術枠， 400 Iωo I山 oI 6， 400 200 1，940 
;、

一 1 2 3 5 

施術枠 90 84011，390 I 4，130 I 3，690 111，850 

酒
姻
掴
租
湯
割
2
4
A
4
3
1
J早

計片品工
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3. 熊本県VC j:，~ける真珠母貝養殖業の現況

① 真珠母貝養摘の推移

ア、母貝生産状況

昭和 40年度以前Kなける本県のまえ珠母貝養積業は8館営体で、 その他は真珠室長嫡業者が

自給を主体としたほ貝のき寄嫡を実施してきている実情であり、とのため 40年度までの生産¥

量は 40トン(約 1.000 千貝)程度の極めて少いものと念っている吋また本県内lでは母兵の

採苗が行なわれてたらず、稚貝がよびイ寺戸、の不足量ーは全て他県vc依存している現状である。

昭和 41年度から、 地元漁民の代表者数名と一真珠養殖業者で構成された母貝養箔会祉を

設立し、母貝養殖の企業化試験を実施するに至夕、 42年度Kは2グループ(18名〉の新規

着業がみられ、木県vcj:，~いても漸(:真珠母貝券殖!，C対する地元漁民の認識、関心が陀まって

きているの

念な 41年度の母久生産量は 142トン(約 3;800千貝)、生産金額 38，556千円で、前年比

約 4.2倍と在ったの 42年度は手マ珠愉出不振のあなbで前年度に比し生酷堂 30%減、生援

金草取 50労減となった。

分19表真珠母jえのj:涯量准移
(農林統計)

民1-'金生生産盟量額Z一14 1 i 
39 40 4.1 

:3 9' 34 1 42 103 

竺上九 669 1 5，626 8，512 J:9，S 45 
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イ、母貝需給状況

昭和42年度本県内で消費された母貝の数量は約 40，000千貝で、との供給状況は真珠聖書矯業

者の自給分が最も多< 79 %を占めてかb、!呆外からの購入量は 16婦、県内の母貝生産者の

供給分は 5婦となっているペ

また、過去の状況もほぼ 42年度に変りな〈、現在木県の母貝需給は、真珠養殖業者の自給量

70 ~80 係、県内の母貝発?商業者からの供給量 5 労前後、県外からの供給量 10 '"y 20婦と友つ

ている。

念主子、県外の供1司会は、愛媛、大分、鹿児島、宮崎の4県が主体と在っている。

施術実績に対する母貝消費世は 42年度では1.7倍となっているが、過去の実績では、ほほ

1.5倍程度となっているn

(芳20表参照)

② 真珠母貝養殖漁場

本県の真珠母貝養殖漁場は、真珠養殖漁場とほぼ同一海域に形成されてなb、特K冬期水温

の高い天草南西海域、天草東南海域なよび羊角湾が主漁場となっている。

なが、 43年度(漁業権切替)以前K手伝ける本県の真珠母員長殖漁場は殆んどが真珠養殖業

者が所有してな夕、特K真珠養殖業者の真珠区画漁業権については、真珠貝区酪漁業権と重復

して免許していたため、当面積は幾分不明孫左点がある。

43年度、真珠貝区画漁業権のザj替えにあたD、地元漁民Kよる真珠母貝の養殖を推進する

ため、従来の重復免許を解消し、当区画漁業権Kついては全て漁業協同組合へ免許した。

ア、真珠母員養殖区画漁業権件数面積の推移

真珠母兵議輔の区岡漁業権は、昭和41年度 5，555二千m、43年度 4，023千似と念り、 34 

年度の 4---5.5倍と大巾κ治加している「また、漁業権件数は日 41年度 190件、 43年度

136件と念.t34年度の約 2"""2.6倍となっている。

(沖21表参照)

イ、海域別真珠母兵養殖漁場面積

各海域とも真珠と同様可成b大巾に増加している。特K天草不知火海域は 34年度の約20

倍強となっている。

念台、 41年度の海域別漁場面積を比較してみると、天草南西海域 31労、天草東南海域

25婦、羊角湾 16婦とな b、真珠母員養殖は天張。上島、下島の南仮Ijでの発殖が盛んであ

る。また、近年、天草不知火海域、芦北治岸i毎域は特に著しく伸びている。
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::.t 2 1表真珠母貝蔀喧漁場面積の推移表

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

1 00 

1 30 

1 25 

1 90 

1.540.404 

1.9 1 5.0 1 1 

3，207.4 88 

3，51 7，5;' 0 

3.113，8 7 4 

5，554，84 7 

308.9 

551.1 

ラヤ22表 海域別真珠母貝:::t~~ザl立 i漁場荷積の推移表
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41年度の海域別真珠母貝差是嫡漁場面積比較図

司 F

天草北西海域

0，9 % 

う1'"4図

真珠母貝養殖筏数③ 

司
イ
口
湖
ヲ
J
r
L
J
L
W
S
Y叫
庁
叫
叫
引
川

ア、筏数の准移

昭和 34年度{((::1~ける実珠母貝養殖筏は 2，6':17 台であったが、年々増加が著しく 41 年度K

43年度 6，612台と 2.5~ 3.6倍の」曽加と在っている。は 9，531台、

真珠母貝三毒殺筏数の推移表

-24-
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イ、が域別の真珠母貝養殖筏数の推移

昭和41年度と 34年度との対比をみると天草花樹海域の 13倍、天草東南街域の 6.3倍とな

kJ~その他の海域は 2-3倍の{申びとなっている。 41 年度のi毎域別筏数の対比をみると天草

南西海域 30労、羊角湾、 26%、天草淘西i併域 24%となD、天草島の南側IJVC集中している。

クヤ 24表 海域別の真珠母具養矯筏数のJ色移表

民苓 J34 
昭 39 昭 41

数 筏 数 筏 数

松島海域 212 55 9.5 409 

天草不知火。 :i 1 3.5 55 5.85 

71.ア5図 昭和 41年度各11正域別ィ官じ較図

羊角 j湾
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4. 漁場利用状況と漁場の特性

①概要

本県Kがける真珠がよび真珠母貝~:':'~~:i良は、ヲミ:詰:1:みの j白 l主将域を中心にして行まわれ、一部

芦北お岸海域で実施されているが、漁場利用実態を大別すると、

ア、松島海域

真珠の化粧巻漁場と一貫漁場なよぴ基地漁場

イ、天窓不知火海域

真珠の一貫漁場と母貝養殖漁場

ワ、天草有明海域

真珠の一貫漁場と母貝設殖漁場

エ、天王互北西海域

真珠の一貫漁場

オ、天草東南海域ー

母貝養嫡i漁場と真珠の一貫主?よひ育成漁場

カ、天草南西海域

母貝雲寺殖漁場と真珠の育成なよび一貫漁場、基地漁場

キ、羊角湾

真珠の基地漁場と母貝の蓄養漁場

ク、芦北治沿海域

fま貝養9i良漁場と友ー珠D化粧巻なよび一貫ぬ場

とをっている戸

天草上島、下島内]域の双方K漁場を取得している業者は、下島海域で作業を行速い、当海

域で一定期間の育成を行友い事後上島で化粧巻を実摘し浜揚げしている内

②海域別漁場利用状況と漁場特性

ア、松島(ti1-域

宇土半島の一部沿よび大矢野島、戸秘、千束、樋合の四つの島と天王戸:上島の一部によっ

て閉まれた一つの大きな内湾ともいえる海域で、その併はKは数多の島が点在している。

また当行ij!次は不知火符がよび布明海Kつなが夕、内i湾1生の減況を強〈受ける。

イを捕状況は、真珠の化粧巻漁場としーて主K利用され、主主!易は局かげ、瀬戸等に形成され

ている。
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漁場の特性

長所

四季を通じ風波の影響が少い

ii 潮変bがよい

iii プランクトンの母カ哩富である

Iiii 珠は白系統で、巻き、艶とも良好である

短所

雨期κ淡水過多となり低比震となる危j険性があゐ

ii 冬期水溜が最低 9'C程度まで降下し、三角寄D漁場は越冬園雑である。

!ii 基地としての漁場が少い

イ、天草不知火海域

天草上島の不知火海K面した海域で純内i湾性のi海況であるつ

受箔状況は、真珠の一貫漁場と母民存嫡漁場として利用され、漁場は殆んどが湾外陀形成

されている。

漁場の特性

長所

間変bがよい

ii プランクトン記が豊富であみ

!ii 貝の成育は良好である

iiii 珠は白系統が主体で、巻き、出とも良好であるn

疫所

雨期K淡水.;ìl&多と;を_þ{，尽比~;となゐ危険性がある

ii 冬期水温が最低 9'C程度までl傘下し、北部寄.l?tほ場では越冬がi羽難である

iii 北束、南東φ民が強く、 1!iR波の影響"，c受けやすい

iiii 雑草、フジツボの附着が可成D多い

ワ、天草有明:初域

須子湾を除き全て閥次的方:猟場であるの主主煩状況は母只訟よび真珠の-11漁場として利用

されているが、現在利府されている込は一部で、イ益綴漁場としては百J成りのi1JiJ約を5ける{rI}

t<il(.である。

漁場の特i全

長所

-27-



J号、

〆
J 

冬期水泡が 10'C以下陀はなら左lハ

11 貝の成育は良好である

I!I 低比重の ff~l~性はない

1111 貝のヨゴレが少い

短所

冬期は季節風が強〈、風波の影響を受ける

11 沖合は潮流が早〈、漁場は治岸寄bの一部に限定される
!、ー

111 基也漁場としての適地がない
'-

エ、天草北西海域

奮闘湾、通詞島周辺を|換さ、全て開放的念漁場であ夕、前記以外の将校bては養殖漁場とし

ての適地は1まいの護殖状況は真珠の一貫漁場がよび母s.l.漁場として利用されている日

漁場の特|生

長所

冬期7)(錨 13---14 'c、要期水協 27~ 28むで貝の官育は良好であるの

ii 真珠の育成漁場としては提適である

短所

j義務場としての適1illが少い

オ、天草東南;旬、域

£島東南i'r1t岸と御所浦、樋偽に閉まれた(Y古l戎で、台風i時を除きー喰的に静なんな漁場であ

る。当海域は不知火海の内i湾性の水系と外洋性の 7J<:系との混合~1tî"セ~で言語'栄養海域であるr

正予殖状況は、母間7.寿司有名、よび真珠の一環t1t(場として主に利用されているが、その他真珠の

育成、化粧巻漁場としても利用されている、約場l土、湾内、鳴かげ、瀬戸筈に形成されてい

1
1
1
1
4
4引
叫
刈

i
d羽
湖
剥
も
う
号
、
(43川
I

川

q
a
-
-
i

i

J

-

る。

t牧場の特性

長所

台風時を除きj虫恨の影響がない

ii 潮変bがよい

iii 冬主U'J7.k沼最低 ll'C、夏期水沼 28'C程度でjえの成育は良好であるo

iiii 珠は白系統が強〈巻も早い

窓所

雑草、フジツポ、カキ、カラス員等の附着が多い

， 
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カ、天王主南西海域

漁場は下島南

極〈一昔()を徐き、議纏漁場としては不適当である。

当海域は一般的には外洋/1<の勢刀分野にある。

迷犠状況は、母只建殖と真珠の育成漁場なよび墓地漁場として利用されている。

漁場の特性

所長

漁場が殆んど湾内であり、四季を通じ静なんである。

潮変りがよい11 

議J也漁場として最適であるl
 
l
 

-

-

水沼は 13-27 'c程度で民の成育は良好である。1111 

真珠の巻が早いV 

恥
ず

t
F
J
1
γ
J
L
h
f
b
w
b
s
M

、
T
}

月?短

ホヤ等のド付着が多いカキ、ブジツボ「、雑草、

真珠の一角、化粧巻漁場としては温暖過ぎる11 

7海外は潮流が平〈持鴻場とじては不適当である

湾角

111 

キ、羊

漁場は天:壁面持事岸戒のy湾、入江に形成されてお吻、羨鱗状況は真珠の基tlT、養生が主体で

あb、一部では母貝接頭、真珠の一貫漁場としても利用されている。

漁場の特性

所長

:，
V

九

A
r
F
j
F
i昨
日
日
曜
阿
佐
臨 漁場が湾内でるるため、四季を通じ静かんである

器也漁場として最適である11 

水温は 11-28 'c程J交で貝の成育良好である

所

111 

Y丘

フグツポの般若が多いホヤ、

化粧巻漁場としては不適当である11 

夕、芦北総岸海域

と~I毎1:，;記は、 不知漁場は回滞町から水俣市治戸止の湾、入江主子よび島かげK形成されている。

火海のi吟央部の治洋水と黙の瀬戸から流入する外洋水との混合泌t戎でめる。

養殖状況は真珠の化粧巻一貫漁場なよび母貝縫箔漁場として利用されている。
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漁場。特性
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所長

潮変bがよく比重の!司復も早い
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富栄養海城で、兵のIi.x，)まは良好である

決は白系統が強〈、巻き、鈍も良好である

北部海峡は雨期に淡水過多と左 !J1):1; U:撃の危険性がある

浦湾を除き、 l武波の影容をうけやすい
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11 熊本県の真珠及び真珠母貝養殖漁場環境

1.緒言

熊本県にbける真珠裳殖に関する技術的な試験街究は、養箔業者による自主的な街究は別とし

て、公的機関に必いては、大正3年から最近までの聞に県水試にお通いて断片的な調査研究の記録

があるに過ぎず、組織的に継続された研究は少ない。

これには種々の理由治主あろう治法珠養丹邸主持殊念樹好と資本を要する事業であったことと本県の漁場

が、真珠母員、真珠養績の趨地であbながら、稚貝の発生が少なく、安定した種苗の生産が期待

できなかったために、採苗→稚貝→母貝養成→真珠の生産といった一貫した生産体制がとられれ

稚貝を初期には長崎県大村湾から、最近では、主として愛媛県、大分県、高知県等から購入して

母jミを養成し、真珠を生産するという形をとっている。

ζ ういった事情のために三重、長崎、愛媛県等の先進地のように地荒業者による、採苗→母只

養成→真珠生産という形での自然発生的な発展過禄をたどらずに、技術と資本をもった業者が、

他県から進出して、真珠の生産を行怠ってきたという事情からその発展過程にかいて、公的試験

街究機関に対する技術的な試験伺究と指導の要請が少なかったという事情によるものと思われる。

最近では、真珠養殖に対する地元の関心も高ま D、母只生産を手がけたいという漁民の要望も

強〈、また、一方では、真珠の輸出の不振がもたらした業界への波紋は真珠生産の自主規制、品

質の向上による価格の維持をせまられ、慎重な配慮を要ーする情勢である。

ζのような情勢の下では養嫡漁場の合理的利用と技術の向上が主要な課題となb、一方では地

域振興の立場から他種漁業、養殖業との関連を考慮、してよ b収益性の高い業極への合理的な漁場

配分という ζとが考慮されなければならない。

今長三れらの漁場利用の合理イ七という施策を進めるうえにふいては、真珠養績の各過程に息し

た性格の漁場を撰択的に利用するととと、密痛や漁場の老化による生産性の減退を防止するとと

が必要であb、ζのためには漁場の'持性を良〈知ってよテ〈 ζとがまづ第ーに必要な条件である。

ζのような意味で、当水試も昭和42年度に水産課で企画された真珠及び真珠母貝の生産基盤

に関する基礎調査に参加し、技術的な立場から、漁業利用の合理化に資するために、本県にお‘け.
1ら

る真珠養姐漁場の特性を明らかにする目的で、今年度は主として漁場袋境について調査を行なっ

争，
，~。

調査結果をと bまとめ検討してみると、種々の事情から調査機関、従事する人員の制的があっ

たとはいえ、吾々の徴カのためK、所期の目的にはかなb不充分な点が多い。とれらの点につい

ては昭和43年度以降逐次調査しτ充実したものにする計画である。
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2. 調査の方法

p)本県の真珠bよび真珠母貝養殖漁場周辺の展境と特性(過去の資料による)

過去にbいて当水試、海洋気象台、西海区水街等tこbいて実施された、有明海及び不知火海

の海洋調査資料を集めて倹討を加えると共に、各真珠養殖場にj;，~ける水温比重等の観測資料を

しゅう集し、解析した。

これらの資料のうち長崎海洋気象台の資料けは主として、有明海、不知火海の潮流、 71<塊

の混合移動、内湾水と外洋7~の交換等の解析資科t乙利用し、一水浅の資料 2) は昭和 3 9年から

4 1年までの内湾観測資料から水温、塩分、透明度等の推移を解析する資料とし、各真珠養嫡

場の観測資料は昭和39年から 41年までの 3ヶ年間の資料を次の地点についてしゅう集し、

叫主として現在の真珠養鑓場の特性を解析する資料とした。

真珠養績場その他の観測地点

牛深市久三E町明石:明光真琳粉

新和町宮ノ河内

五湾問了二江 ム口組産生鑓

糊

賊

真

真

州

草
九

天

湯 島 :大矢野町湯島漁協 b.k試委託観測)

需主ヶ岳町楠開T :明光真珠;捕

有明町大滞 :九州真珠糊

宇土郡三角町 :県のb街究所

松島町合津 :松島真珠綿

八代市築鳥 :日本セメント採石場

(水試委託観測J

本渡市下浦 :九州真珠側

牛深市亀f弱・ :九州真珠紛

ζれらの観測定点は第1図に示した。
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¥2)地勢

真珠養婚の趨地は、水温、塩分、飼料、潮流等の海況もさる ζとながら、基地漁場の設定場

所、陸上施設、労働力、1 他穏漁業との関連、地形、水深、底賞、海水の交換条件、風波の影響

等、社会的、自然的な地理も重要な要因の一つである。

γとの意味では社会的地理も重要であるが、 7.K試ではζれらの社会的要因を除いた地理につい

て、主として海に面した地形、 7Jく深等を海上保安庁水路部発行の海図、 7.K試の漁場事!j量資料等

を利用し、水産課で作成された 1万分の 1漁場函を基に等水深線図を作成した。との等水深線
....:1 
判 、-

図は真珠養列車漁場はもとよ b、 1般海面蓄養勉漁場の』草地選定の資料としても利用されるよう

作図した。

然し、過去の海況資料、地形からみて真珠養箔に不趨当と思われる地域は除いた。とれらの

地域は次のととろである。-~.

字土半島北岸以北の有明海、八代市以北の不知火海沿岸、天革町、及び牛深市の 1部を含む

I天王手西海岸〔但し、羊角湾、牛深市魚貫、茂串地区'a:-除 (J

~ 3)漁場環境の現場観測j

ア、観測地点の設定
詰

本県の真珠養嫡漁場は天革上島、東北岸、大矢野島、天隼松島周辺の北部漁場と天草上島、

4事

及び下島の;有明海漁場、御所浦島周辺及び本渡市楠浦湾周辺の中昔前魚場、;牛深市周辺の街部

漁場、不知火海芦北沿岸漁場に大別されるo (第2国j

ζれらの漁場のうち主婆な漁場から次の5ケ所を 42年度の観測地点として選定した。

A、大矢野、松島海域 B、天王手有明海域 C、電ヶ岳、御所浦海域 D、八幡瀬

戸海域 E，芦北沿岸
M 

21TAレヒ漁場は(第3図)に示した。
言事 ~ 

宅事

'y 
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也

事事
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~来 3@ 現場観測地点

イ、潮流及び樽況の観測

前記の観測地点で、潮流を観測するのを主な目的として 13時間連続観測を実施した。

観測項目は水温、塩素量、透明度、水中濁度、流向、流速、場所によっては溶存酸素量で

6月22白から 11月17日の間の大潮時に前記5ケ所の観測を行なった。<bl?、

サリノメ『ターによ b、S、水温、透明度は常t去によ b、塩素量は採水后笑験室内でT.

D 0メーターによ b現場測定、流向、流速はエタマンメルツ流溶存酸素はE.工.L f土製、

で7](，::jコ濁度は村山電機製、水中濁度計D-2 1型で測定した。速計(弱流用J

観測j項目のうち.水中濁度は、現場にj;、ける濁度が小さかったものによるか或いは計器の

(透過水屑が25 cmで、海水中の濁度を観測するには少し短か過ぎるのか、pa七b.Ligb.t 

ぞのま里由ははっき bしないが、得られた{直は解析できなかった。

との筏

ウ、真妹母貝の計測

漁場の特性と真珠母具の成長、品質の関係についても調交するよう要請されたが、

の調査研究には同ーの場所で同一時期に採苗された稚長を予め所要量準備し、同一容器でl司
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， 

じような管理の要領で各漁場に垂下し、試検開始時から一定期間毎に計調IJしで、最終的なと

b湯げ時の計演u結果と比較検討して、漁場毎の母貝の成長量、品質の差異を論Tるのでなけ

れば所期の目的を遼せられないのは明らかである。

然しながら本調査の企図と調査若手が6月になったととと、種々の事情から当初の計画で

は8月末ま.でに一応の調査を終了する必要があったために、漁場の特性と哀珠母貝の成長及

び品質との関係を検討するには余bに準備不足と調査，!l)l聞が短か過ぎた。

従って42年度の調査は予備的知見を得る目的で、前記の海況観測地点目〉筏に王室下されて

いる 2年ものの母貝 (41 年夏期採苗、愛媛県産1 を 6~7 月の聞に 4 ク所だけ計測した。

言十測は夫々の業者が夫々の母兵を養成されたものを1回だけ計測したのみである。

fま具の計測は、殻長(第4図jをノギスで O.1捌までき十b、重量もあわせて秤った。

重量はどb上げた母貝を貝掃除して水洗后 殻巾
、ト殻宇一一寸 !- '1 

J _E;j_海水に民し、しばらくしでと b上げて空 戸一~~~r;--干ヘ
¥I)fl， ¥コ

中露出 10分経過后秤量した。(各個体の露 ，1 ， ¥1"，" (支
出時聞は一定でない)計測用酬を筏よ b拍 : wsJ1 

¥'， ) 

1i  J 出と bあげるには次の方法によった。

.EliJち計測する標本母兵が養9i(i中のi百j一律の・ ""r~，-...，. .l.j ノ

母長をできるだけ代表するようにするため
第4函 アコヤガイ計部UJ部位

(第5図jのと%0'.!?筏の吊線の位置を定め、吊線 10本のかどをと b上げ収容されている母

兵を夫々 15個計15 o1i闘を無作為他出して討測用母久とした。

養綴筏

一一一一一①一一一一一一一ー① ① 

端より 3番目の吊線 中央の吊線 3番目の吊線

一①¥てつア咋二:フ丘、にアームー
22寄目 イ'" /' -----------

←中央

等間隔

ゴ門 ーマー やム」
.:lil3"t::J 中央 3番目

第5図筏からの母貝かどのと b上げ位置
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¥4)真珠具養殖可能漁場の策定

既往の資料による海況、地勢、及び現在の真珠養箔場の現場観測の結果をもとにして、現時

点で考えられる真珠貝養箔可能な漁場を策定した。

3. 調査結果

p)本県の真珠ルよび真珠母貝養殖漁場周辺の環境と特性

ア、有明海、不知火海の海況統要

長崎海洋気象台の潮流調査の結果1)と昭和39. 4 O. 4 1年の 3年間の内湾海況調査

から中層流の定常流を推測すると、その大勢は第6図の通bである。しかし冬の季節風や夏

の降雨等によ bいくぶんの変化を示すが、その大勢は変らない。また、表層と底層の環{流は

不知火海ではほぼ反対で、有明海では、地球自転による偏向力による反時計まわbの環流で

ある。 ζれらの濃流や水温、塩素量分布から内湾の7.K系を第7図のように区分したο

A 水系

潮汐流によ b、外海と常に交流する海域で、外海水の性'頁をほぼ純粋にもち、気象の影
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響えま小さく、冬期は相対的に高温、高カン (13 'C前後、Ol'=1 9・0弘、 ダ15 = 25.5) 

夏期は、相対的に低温、高カン (25.5"C前後、 Ol=1 8.5話。 1 5 = 2 4.8Jを示

す。潮流は主主ぃ水道を出入するため、きわめて速く上下層の混合が行なわれるため、夏期

には外洋の表層よb高カユノになJ.)ζとがある。こめため上下層の水温、塩素量(比重)の

差は小さし透明度は外洋にくらべ低(5""11mを示す。

B 水系

外洋水の性質をまだ強〈有し、気象の影響も少し A水系に類似しているが、潮汐等に

よb、湾奥水の影響を受けている。生物的には外洋性の生物も多〈来遊し、また、タコ等

の主漁場となっている。

A. B水系を 1つにして外洋水系とする場告もあれ環流的にもまとま bをみせる。夏

期の豪雨によフτも箕珠養殖場で低比重による影響は、ほとんどない。

。水系

B水系とは環流的にも分離され、 B71<系との聞には潮目を有するととが多い。

外洋水と湾央水の混合域に当るが、上下層の水温、塩素量の差は、大きく表層は、混合水

で必必われる ζとが多いが、中底層は、外洋の性:貨が強い。生物的には、内湾性と外洋性

の区分がほぼなされるととろで真珠等の養鑓場が発達している。

D 水系

C7.k系と同じく混合水域に当るが表層では陸水や気象の影響を受け、内湾牲をbびてい

る。しかし、中底層では、潮汐や季節によっては、外洋水の影響を受けたが水が存在し℃

いるため、上下層の水温、塩素量の差も大きくなる。生物的にも外洋性生物の出入bの限

界になれ雨期には、陸7)<の張り出しがあb真珠養績の限界になる。

C、D71<系を 1つにして混合水系とする ζともある。

E 71<系

内湾度はさらに強ま b、D71<系とは袋流的に区分されるととが多い。内湾度がきわめて

強〈、年間を通じニゴリが多〈、透明度は 2"""4を示す。水温、塩素量は、日変化、年変

化も大きく、相対的に夏は、高温 (27.8度前後j低カン(0ユ=10"""14%。

ロ15ニ13......， 1 8.5.)冬は、低温 (10"C前後j 低カン (0ュ=1 8 %。以下 :) 1 5 

=24以下)になb上下層の水温、主復素量の差は大きし生物的にも陸水から運ばれる栄

養物多〈、プランクトンの発生や稚魚の育成場として重視され、真珠はほとんど養矯され

ていない。
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F 水系

陸水や気象の影響を直接受け、潮汐差の大きい両湾では、子出する面積部分が約半数に

bよび、環流的には独立した孤立水系をなしている。との水系は湾奥または、凹部にみら

れ大きな河)11の流入がある。水温は夏30tにたっし、冬期は 10'C以下になJI5'C近く

まで下る ζとがある。塩素量は、冬期11.0弘前後、夏は 10弘 前後になb、5見。

(しイ 15 = 6.2)以下となる ζともしばしばみられる。生物的には稚魚、貝類の育成場と

して、玄たノリ漁場として重要な海域となっている。

イ、真珠養殖と侮況

以下調査資料の考察にあたb最少限に必要な事項について、“アコヤガイの養殖技術

と漁場管域3)3)..“真珠の街究4)，，ω、林新二郎、渡辺哲光)その他いくつかの参考
資料をもとに集約を行なった。

⑦ 1.1<温

水損はアコヤ

ガイの生理や、

貝の餌料となる

プランクトンの

発生や摂餌に大

きく-関.与し貝の

成長を大きく左

右する要因であ

る。水温とアコ

ヤガイの関係は

第8図に示すよ

うに高水制では、

2 S'C付近が危

16 

15 

14 

13 

険あるいは限界 12 

11 
水温とみられる。水

温10
しかしζれらは 'c 8 

その他の要因 1 

(良の生理的状

、
F; 
雇主

第8図 7.1<混とアコヤガイの活動{文献3)
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20 --l-ι→介設の混生力 足系の分泌力が活発にa.る77 (挿桜完十屋怨水温秋司
19 1-鼠

18 --!←ャ介穀の輪状簿片が形成されはじめる
I : C春季挿核貝掃除開始理怨7焔〕

17 

ぅ活動が活発になる(貝掃除完了思想水温秋季J

下活動を始める

え
臨

鎗
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態、潮流、比重、その他の探境要因)との相対的なもので、との数値はそ、の自安iである。

@比重

自然状態に喜子ける一般海況の高比重の限度はグ15 = 2 5.5程度で真珠養績に叫い警を

あたえるととは危〈、梅雨や台風、豪雨時の多量の降水や陸水の流入によって海水の塩分

が極度に低下したときにアコヤガイの生理機能を若し〈阻害し、体組織がとわされ、成長

にへい警を与え、ときとして大量のへい死をbζすととがある。 3年兵を使うで実験され

た結果では第1表のように低比重の限界は、()15=1 3.0付近にある。

(第1表) 各浸潰比重、時間tとよる磐死率

(片目、 19 5 9} 

2 4時間% 36時間¢ 4 8時間%

2 1. 9 0 。 。 。
1 2.4 8 。 。 。
1 0.5 7 。 5. 9 1 6.7 

8.5 9 。 1 4.3 36.8 

6.5 3 。 3 6.3 8 7.5 
--l 
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11 -1-一一正;話活封〈鰐)一一心臓の仕事堂はただちvc著しく減少
10 -1 急激な比重低下~ζ よって心服樽到の停止
9 -1一一徐々に低下 Lても仕事量は悲しく低下する
8 -1 

7・1
6 _ 

比重とアコヤカイの生理

17主
適

上七-l!
ーじ~ ( 20時間以上)
長時間浸演すると心臓の仕事量が減少する

一一回復可能の限界、徐々(1[低下しても心臓の持動が停止

文献 4) (小林、松井(1953)から)
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第9図
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M

鹿
蒸
量
払

比
重
品

速流@ 

さらにはアコヤガイの性王手

現象や物理的!装工害をあたえる等の重要なおIJ限致素となっていゐQ 宮内Efd〉は、

イカダめ{~~f J1.t.ゃ、呉珠霊祭娘漁場Kとって潮流は筏の設置伐材¥

冬期と春 -"W~

期それぞれの時期vC120 X 120 X 120ehiのぷ槽で， 31¥'"1ニκアコヤガイの生成機能と的速vc閥

して突験を行なった。その結果 10- 12 C%ec程度のit述;.;:;~i --/1年Jミの場合には、そaの生

rs機能を活発にする。 15"C%ec以上で急激に機能は低下するものと推定しぷこ。

il:t速とアコヤガイの生理

ト貝殻遅刻lの日週性に変調

一一糞量はJ欣となる

第 10図

16 

15 

14 -

13 -1-:---)1 

1『ιーやはさき の再生産量最大となる
12 -1 1 I 

11 -1 1--貝殻逆効の開放の幅が大き〈明徳な日i恩性を認められる

10 -1一一→1

し安定した貝殻運動
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@ プランクトンと赤潮

プコヤガイの胃の中には、プランクトンや有機懸濁質があb、普通フ・ランクトンを餌

料としているものと考えられる。餌料となるプランクトシは、一般tLA圭藻類が多い。

しかしプランクトンが急激に懲殖(赤潮)すみと袋境条件が悪化し、大きい被害を与

えた例が数多く報告されている。へい死原因については、プランクトンの種類や環境に

kいて違いがあるが、普通①多量に発生したプランクトンが魚貝類のえらを機能的に閉

塞し呼吸不能にならいる。③必びただじい赤級生物の死がいが分解する諜にプトマイン

のような有毒:貨を生ずる。③死がいの分解によ b溶存酸素の減少、硫化水素の増加をひ

きbζすこと、などが考えられている。和湖の成因については、かならずしも定説はな

いが、多くは、つぎのような現象が2つ以上重なった場合に起きる。@豪雨、長雨など

によ b睦水が多量に注入し海水中の栄養塩が著しく増加する。②オ舗が急激に上昇し赤

潮生物の野市東代謝が非常に促進される。③無風状態が続き、海水のじよう乱が起らない。

ζの他最近はピタミン B12のような微量成分が発生の 1因になるともいわれている。

赤潮の発生を未然に防ぐ方法は現段階ではなく、除去についても容易でない、五ケ所

湾の真珠漁場で硫酸銅を袋に入れ海水中をひいた結果赤潮除去に有効であb、1/50万

，...;.，.1/100万の綾度で赤潮鞭毛藻は死滅し貝には会〈無害であったととが報告されてい

る。 (海洋の辞典よ!J)

@本県での赤翻発生例

昭和43年8月，.;_，1 1月に亀浦、羊角湾、及び御所浦周辺の不知火海南西部から八幡

瀬戸にかけて、かなb長期間にわたって赤潮が発生した。とのような例は本県に必いて

殆んど前例がない。 ζの年は、数十年ぶbの異状干ばつで7月上匂いらい8月13日に

雨が降った外は 10月上勾まで晴天続きで農産物の被害は甚大で水産業でも赤潮ーすみ

織の発生や、アユの異状へい死、貝類、養失宣ノ、マチのへい死等水産上被害をもたらした

点'でも木県では異例!となった。 特に不知火海の南西部の真珠貝の被害は、 1，886

万具、金額で60，8 7 6万円にかよび熊本県の昭和41年真珠生産額の約20%に達し

た。とのへい死の原因について当時当水試が調査した結果、異状干ばつの影響による高

水品、高塩分、赤潮、すみ潮の発生によるものと推定し、すみ潮による影響を監視した

6) 
が、その発生原因、発生機構、すみ訓の貝に及ぼす影響等は、今後の研究課題とした。
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第2表 亀浦湾、羊角湾に発生した赤潮(昭和42年夏j

発 生 f毎 域

不知火海(天王事東岸、芦北沿岸j

しよう池色で表層を被い巾

発生状況 I20~30m、長さ loon程

度の塊状をなして広〈官主主E

傍鞭藻類(ギムノデイニューL)

主体でベリデイニユム、ジ

フ.ランクいの リアータを含む

亀 1街

7 月末~8 月中勾発生期間 7 月 2 日~7 月 1 3日

主

種 類 |密度10，O0 0 081/mエ

左同

天革東組本

コロゾーヘシタロテラを主体にセラチ"'-日ムを含

自11む...... 1 1，000~35，000ce .J.J./m1 

芦北

ce11 
ギムノデイニユ四ム.....41，000""'........../mユ

姫戸

el.l 
シクロテラ、ベリデイニューム.....8，000 ノ色ょ

卵技き中の貝 30婦へい死 |栖本....生貨のカサプ、ベラ..へい死

持核直後 1009る~い:F. I芦北....カサゴ、ベラ、メジナ、ポラ、ロチ、

被 警

ハモ、タチ、スズキ、タコ、アワピ、

ウニ.. • .へい死

赤潮発生直後には、漁獲皆無、 大

| 部分はf中に移動したものと思われる

(一一一玉}6 0婦へい死
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句e

ウ、内湾海況の季節的変化

昭和 39 年 5 月~4， 2 年 4 月までの 3 年間の内湾海況調査の結果から、水温、塩素量、

及び透明度の表層とsm層の 3年間の平均分布を附第1図に示した。

⑦ 冬期 (2月)

水温は2月にもっとも低くなれ両湾の湾、奥や浅海域では10'C以下になれ湾口で

も13'C前後を示し、ときとしておの中央部まで1O'C以下となるとともある。上下層

の混合も盛んとなる。真珠養殖は、水温で 1l'C以上の分布海域で実施されている。
ト~

塩素量は、湾口域:で 1? S '" 1 8. B<話。 (01 5 = 2 4. 8'" 2 5. 2 J湾奥ではl砺o

(61 5 = 2 4. 1 )以下となれときとして河川水の流入する海域の表層で15婦o

(グ15=20)に低下する。

@ 春期 (5月j

水温の上昇は、湾央や浅海の表層で特に大きく、冬期は、湾口よ b湾奥が低目であっ

たが、春期 (5月j になると湾口と湾臭の水温差はほとんどなくなT19
0
"'21'C前

後示すようになる。しかし上下層聞の水温差は、湾奥で大き〈なb、潮汐流等による海

水の動きで刻々変化し、短時院に1'" 2'Cも変動することがみられる。 ζれは湾突に近

い漁場や浅い真珠養殖漁場では、成長や真珠の品質にも大きく関連すると考えられ、今

後の研究課題として残されている。

塩素景は5月までは高<1 7.5;....， 1 8.7%0の範囲を示し真珠養箔にとっては最適範

囲にあb、6月の雨期に入っても、八代海測に餌した松島でも表層で 15 %0 ( 15= 

2 0)底層で18 %0 ( 1 5 = 2 4)を示し、特に豪雨等がなければ危険範聞になると

とはない。

@ 夏期 (8月)

水温の年間最高は8月下勾に現われ、水温聞置は、湾、央一高〈、湾口一低くなb表層

の湾央では、 28~2 9'C を示すが 5m扇になると 2'C 前後低 <25~27'C とえEる。

湾口では26'C前後で外洋の表層水温よ !Ji氏自となる。

盛夏になると湾中部以奥では、 30'C以上になるととも、しばしばみられる。

真珠養箔場は、平均的水温iが表層で2S'C以下Smで27'C以下のが土針こるる。

塩素量は、 7 月~8 月の豪雨や台風によ b 集中的な陸水の長出しがあ b、表j留では松

島付近で10%0を下姻!?1時的に 5mまでルよぶとともある。しかし普通はアコヤガ

イの危険範囲である 10%0を下姐る ζとは少なく、不知火海の償合島以街及び有明海
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の島子、湯島以南ではほとんど影響は受けない。

秋期 (10月}

秋期の水温降下E容は昇温期の上昇率よ b大きく、湾臭や浅海の表層では特に著しい。

1 0 月の湾突と湾口の水温差は、ほとんど変 Þ !.J:<~ 22"'23む前後を示し、

ガイの成長にとって最趨温となる。 11月には、 19"'.21"Cになb湾口に高〈湾奥に

低い水温配置となb松島と御所浦では約1"Cの差がでる。

@ 

塩素量は一部の湾央部を除いては、ほほ17''''''18;5%0とな9---1股に安定した高塩

分を示す。

水温、塩素量の最高、厳低の分布

昭和39年5月~昭和4J年4月までの 3年間の内湾海況調査で記録した水温、塩分の

最高最低の分布を第11図に示した。真珠養績の趨温範囲は第8図に示したように 13'"

コニ

28
0

Cである。塩素量は第9図に示すように13%0以下で危険となる。
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(表層}に1てがgoC 5m層では 28
0

C前後を示す。冬期 (2月)は、(表層)にたっし、

るが5ml震では 10'c前後を示す。

ときとして、塩素量は、台風、豪雨のシーズンでおる 8月に表層で 10%0前後になb、

5mまでお=よんでいる。

オ、透明度(附第2図j

2-3mで年間を通じ大きな変八代海湾や有明海熊本沿岸から有明海湾突にかけては、

化はみられず、気象に彩響を受けやすい。

7月の雨期後の昇温期に低下する。有明海と不知火海は

多少の違いがあb全般的に不知火海が高い。

透明度は、水系別にかなb明瞭な違いを示し外洋71<系では6-12m、混合7.k系で 4~

湾口附近は 1-5月にI高<6、

1-3mを示す。主実現ミ養嫡場は4m以上の海域に分布している。7m内湾水系では、

カ、有明海、不知火海の海況と真珠養箔

下勾にほぼ最高温を示し、湾口で26 -2 6. 5 oC、1湾央の表層で28

-55ー
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S七番号は水試内湾観測点(第 l図)参照、

海域別の年開通水混範囲
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-2 goCになるが5m層では2S'C以上に上昇することはない。熊本県での夏期の高水温は、

直接真珠養殖場の限界を示すほどのものではないが、アコヤガイは夏に生嫡期をむかえ非常

に衰弱し生活力がま?とろえているため高水温の中に長〈必〈と機能が低下し成長をbさえ衰

弱を促進さぜるため成長の良い漁場と良〈ない漁場の分類の要素になると考えられる。しか

し真珠養嫡の管理技術上、卵抜き等の作業を合理的に行なうためには、ちる程度の高水温が

者日合が良いといわれ、表層で2S'C近くまで上昇し、 5m層では26、27'Cにとどまる漁

場は、一貫漁場として刺用される。ぞの好例として津奈木地先があげられよう。

低水温は、 2月に現わ!れ、湾口では13-14'C湾突では5"-'1 l'Cになる。アコヤガイ

は、 13"C以下では冬眠し8'C以下でへい死するといわれて.t'T、熊本県では、低水温は低

比重とともに養列車漁場の制限要因になるが第13図に示すように沖合域の乎均的な数値の中

には、 S'C以下の海域は見られない。しかし年に数日はζの水温値に近くなる海域もあlJ.不安口

火海に面ーする宇土半島や松島、築島では、雨期や冬j郷避難している。

ζの低水温は、夏期の高水温と違い深層まで波及するので漁場を制限したb、漁場の適否

を左右する大きな要因になる。本県では水温が13'C以下にたつする海域が多いが、これが

年聞を通じ3ヶ月近くも現れる海域は戸馳束、不知火海湾臭、有明熊本で養究室漁場としては

利用されていない。また、早崎瀬戸と八幡瀬戸では13<C以下になるととは少ない。 13.'C

以下が年間を通じlク月間内外出現する海域としては、有明海では湾口附近から湯島、赤l崎

海域までで、不知火海では獅子島周辺や水俣、津奈木沿岸域である。また最-翁温が年間の40

tt以下になるととは全湾通じて少々し表層でも最趨温が年間の30 冊以下になる海域はほ

とんどない。

有明海と不知火海の高水温 (28'C<Jと低水温 (13 .C>)の海域は第13図に示すよ

うに高オ姐がアコヤガイ養績に問題となる海域は極めて少々し低水温も 10'Cを下煩る海

域が現在の養殖場の限界を示してお、b、5m層でもほぼ同じ範囲を示す。

これらの ζとを総括すると、第15図のように区分できるo④は外洋水系で低水温 (13 

℃以下}が2ク月以内で12'Cを下娼るととは少ない。号高水艦は27-28'Cを上姐るとと

は少なく、とくに有明海では27'Cに念るととはまれである。従って真珠貝の成長にとって

好条件といえる。

②は混合71<系で冬期11-12
0

Cを示し10'C以下になるととは殆んどt.r，<、高水温も 27 

℃前後にとどま T5m腐では26'C前後を示す。年間の50%の期間がlS""'26'Cの最趨

品となb、母貝の育成や施術具の養嫡場として利用される。

-60ー



¥

ー

ベー、¥、

f
h
f
 

¥
¥
J
 

¥
 

:人
'¥ 

19 

20 

/ 
/トノ

/ 
/ /、

J 〆--.--、
ー/ ♂ーー~ 、、、
/ ，/ '-， 
ーy-

ι、』】〆戸
、，J

GY 

/ム

オく

f
~
/
/
/
j
 

/

/

q

i

〉

/
f
¥
J
i
h
i六
/

:布、

9
-
h
¥
.
3
¥
1
/

!
?
J
U

プ

/11寸
ベ
ト
¥
/
J
t〉

.
H
i
h
/

一一

υい
M
E
¥
/
J
/
¥ゾ

¥
¥
Jノ
V
T
ν
シ
人
間
¥
み
・
3

t

h

J

¥

-

8

K

く

ず
J

v

f

/

'

M

r

q

山
、
J

3

f

j

f

¥

〆

一・刊

(
2
1
)
R
S
m
e
-
-
K
A
'
/
ヘ

ノ

、

八

円

九

ぃ

¥

日

/

¥

ヘ

匂

/

、

jγ
へ
/
戸

.fw¥-m
，

J
j

k
V
-
1
-
j
/
/
f
i
y
f
6

当
/
パ
ペ
t
o
U
f
グ

7

・m
/

〆

)
¥
一
、
之
ダ
・
8

1

いほ

F
3
C
2

ノ一
一~
J
/
l
)
ペ
ペ
一
川
一
J

V

J

同

/
f

、
ぺ
い
ー
へ

d
i
i
J
/

、、
tv

ヘ

ノ

/

¥

/

v

j

b

J

¥

J

J

i

L

，

J
U
c
j
(」
/
I
γ

ヘ
〉

l

/

¥

ハ

門

戸

い

川

口

/

j

u

¥

(
ー
フ
、
¥
1
;

~

)

/

/

f

J

り

¥

~

J

J

V

/

 

/

一

J

〆

ノ

ハ

ド

人

¥

1

f

/

/

e

f

凶系第 15図

17 

お)}

-61ー

/
 



③は、夏の高水温、冬の低水温、初夏の低比重で養箔にとフては危険にさらされやすく一部

の海域で1時期を化粧巻漁場として利用されるが真珠養績の限界域とみられる。

キ、 J潮汐流

長崎海洋気象台では、有明海の大規摸千拓に関する海洋学的な基礎調査として、有明海不

知火海潮汐と潮流について一連の精密調査が19 5 3，..... 1 9 5 4年にかけて実施され、 ζれ

らと過去に必ける観測資料をと bまとめ「有明海の総合開発に関連した海洋学的研究1.II lj 

i二集約されている。

従って、ことではその結果を要約引用掲載し、その大勢をしるととにする。なb有明海、

八代海の流速の概要について、附第3函に雨海の流速分布図を記載した。

⑦ 有明海の潮流

有明海の面積ーは約1700ki ある。しかしその海面面積は、潮時によって若干変化し

小潮時に干出する面積は約110k1Jl、大潮時に 240ki7lに達する。またそれぞれの容

積は平均水位で32.1 klIl (平均水深20.8 m)、大期満期で35.3 km3 (平均水深19.0

m) 犬"t羽子謝で29.0 km3 . (平均水深19.9 m) その差大却では 6.3km3 (2 0仰

であb小潮で 2.7k餌3 (1 0 %Jとなる。す々わちこれは湾口から出入する流水量であるο

とれらの出入する水量は、早崎瀬戸から橘湾を経て外洋水に支配される。とのイ也、八代海

につながる三角の瀬戸、イ郊の瀬戸、本渡瀬戸があるがζれらの各海峡は狭く浅いので出入

する水量は大きくない。

次に有明海の各地の潮位差をみると(第3茨)の様になる。

第3表有明海の各地の潮位差]) 

単位z 明

ド45J」号?汁-竺:
←一一一一一一一ー一一一一一一ー町一三五jrτJ-406 

454 

146 

1 82 

1 78 

1 80 

1 86 

1 94 

322 

「五ノ江 i 344 
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第17 o 綴潮最盛期の潮流介布 (K七j
資料長崎海洋気象台1)

流況については、大体単調な流れをしてJ:，>!J • (第 16図jには搭潮流の大潮時の最盛期

のものについての流況を示している。(第17図)には湾奥に必ける 謝流を示した。 ζ

のL穣潮流の方向と塔潮流方向は全〈逆であるο 流速については、奥.g:s_oミら河川水の補給が

なければ、間潮流は同ーにゐ:るはずであるが、実ぷは補給がたえず行t.r.われるため搭:潮流

の方がやや大きくなる。との流速の統況は、島原F付近よ b 早崎ì~出戸に至る間は刻合に大き

く、特に瀬戸では、 6-7K七にたっし、島原附近で3K七となっている。

湾央部は 1Kt 内外となる。湾全体の流速の状態をみるため平崎淑戸の中央部の流速を

一 ・
1 (365""/自由工Jとした場合の流速比の分布を第18図に示した。 i認のように、との分

布は等深線l到によく似ている。す，なわち湾口極速くまた島原1(11)に沿って流輔がみられる。

潮流調交の結果から 2m腐の定常流の方向及び速度を!;f~ 1 6 oに示す。これらの袋流と、

前に記した内湾調査(当水試の 39-41年調査)からみた水系l玄j(第7IjgJ)との関連を

みるときに、 B7.k系、 o、D水系、 F水系にはそれぞれ独自の濃流があれこれらが節"

で混合され独自の水系(塊)が組土げられているようすがうかがえる。
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第 18函流速比上七分布図 1)(2 m層)
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第191盟湾内接流(定状流)の大勢

-66ー



不知火海の潮流@ 

{ただし第20図に示す以外は含まれていない)あb不知火海の海面面積は 78 0 km2 

であぞの体積は平均水位で17.4 km3 でるる。ぞの流量は霊長調で3km3 、低潮で3.5km3 

で目吹伊唐 (35 %J黒瀬戸

(1 0婦)その他 (5%Jの!願になb元の尻目吹、伊唐で八代海の潟水の流出入を支配し

ている ζとがわかる。次に有明海湾への流出入量について計算してみると三角の瀬戸と柳

る。 ζの春秋の大潮期の流出入の大半は元の尻 (50 %J 

5 6.4xl 06 m3 (八代海→有明海jの瀬戸はほぽ同じ流量をもち合せた霊長潮流量は、

であbオーダーとしてはイ、4 0.2 x 1 06，113 ( O. 0 4 km3 J (0.0 5 6 km3 ) 甑朝流量は、

さいものである。不知火海の各地の潮位表は第4表のと辛子bである。

各地の潮位差第4表
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資料長崎海洋気象口



次に下げ潮の緩盛時の2m、10m層の流向流速を第21国及び第22図に示した。

流向は上げ潮で北東へ下げ潮は街西に流れ転流は大体高低潮前1-2時間で南に速く北

に遅〈なる。平均最大流速は場所によ b長し〈異なるが獅子島と水イ条f中の小路島との間の

湾の幅の広い所では 0.5Kt を越えるととはない。 ζれは水深が深い上に湾の1憶が広いた

めである。叉樋の島東方の狭嘩部では 1Kt を越える時もある。

1日2回の上げ潮必よび2回の下げ潮はそれぞれ等しい強弱の差があって、低い低期の

前に始まる上げ潮及びとれに先立つ下げ潮はイ也よ bも強〈月の赤緯の大きい時は、その義

は 0.3K七になる。瀬戸にbける最大流速は元の尻瀬戸で2K七、伊麿瀬戸で1.5K七、

日吹瀬戸で4Kt、 黒の瀬戸で 7Ktに達する。

八代海にお‘ける 2m、10mの定常流を、第23図かよび第24国に示す。八代海の北

部と南部との平均水位の差によって(北部が戸籍部よ b高νサ一様に禽~流れ、しかも湾軸

に沿った中央で流速も大きい。との水量の差は、八代海北部の河川よ b流れζむよ bも有

明海との水位の差によって有明海側|から補給されるものであろう。とれが10m層にJ:r.る

と湾の西側に沿って現われ、東側では逆に黒ノ瀬戸方面から補給される形になっている。

ζれらの定常流と水系との関連をみると、 B水系(第7図j では 10m層の定常流にみ

るように元の尻よ D入る外洋水の猿流がみられ、 F7.k系では独自の反時計まわbの環流を

みせ他の環流と一応分離されている。 D、C水系は西側の南下流と東側jの北東流によ b接

触混合が行なわれる海域である。表層と 10m懸の定常流の若し〈ととなる海域としては、

水俣~芦北にかけての不知火熊本沿岸及び鑓ノ島南から御所鴻北にかける大道地先である。

@ 初nの瀬戸附近の潮流と潮汐について

昭和30年9月に長崎海洋気象台によって調査され、柳瀬戸の」潮流の大勢が報告された。

ととにはそれを要約掲載する。

柳の瀬戸の東側は大戸の瀬戸に速なb、西側には、満越、池島、丸子、赤松の大小の瀬

戸に分流している為に場所によ b甚じく潮流は複雑である。一般に漉潮流は八内毎{員i広b島

原海湾側に向うが、 9月頃から翌年3月定はとの流続時間は不規則で極端に短か〈特に10

月~ 1 1月頃は約1-2時間となb流速も弱い。またζの現象は4月頃から 8月頃までは

逆の現象を呈する。一般的傾向として糠潮流は低潮前1-2時間に始ま b低潮後4.5-5

時間1継続する。最大流速の出現時は場所によって異なるが大体側臓2-3時に現われて

いる。しかしながら流速は、 0.5防を越える時は稀である。
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落潮流は、 9月~翌年の3月頃までは流続時間は長〈、特に 10 -1 1月に著しい。

全般的には、流況は液潮流のそれと逆で、高潮前1-2時聞から始ま b高潮後4.5-5時

継続最大流速の出現時は、高潮後大体2-3時に現れ、最大1.0K七程度あるいは ζれ以

下である。潮汐流の概要を糠潮時(低潮後2時間j と綜む持(高潮後3時間)の2つにつ・

いて第25図必よび第26図に示した。 ζの凶から流l古jは糠潮流と落潮流とが逆にIt.るだ

けであるが、流速は落潮流が大きいととがわかる。

以下各瀬戸について述べてみる。

柳の瀬戸西側の船人島北西方200-300m附近では落潮流が大きく 1.5Ktに達す

る場合がある。霊長潮流は約1/z で0.8K七 も程度である。

池島の瀬戸?永浦島と大池島との問で落、潮流は O.5 K七内外である。

丸子の瀬戸及ひ'赤松の瀬戸;落樗A最盛期には1.5 Ktに達し、澱潮流は 0.5-0.8 K七で

穣潮流は 0.3-0.4口で非常に弱い。

満越の瀬戸の東口;翻腕が最大1Kt、 液潮流は 0.8Kt である。

満越の瀬戸の西口;落潮流が最大の 1K七液湾噺乙は0.3Kt である。
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~ 会滞湾tこJ>'ける海祝と真珠養列車

昭和39 年~41 年の 3 年間の水温、比重の資料を、県下の各養列車場から収集し、各浦

湾どとの経月変化について第27図に示した。さらに真珠去を鎚漁場展境の類型をみるため

第28図に各漁場の高、 f丘、週水温の時間的範囲をみた。 ζれは、先に述べた、沖合域の

海況とは多少の違いが認められる。 ζの相違は、真珠の漁場が沖合の内湾観測点よ b浅海

で入江でもるため気象や陸71<に影響されるととを示す。また、大浦の漁場のように低水温

期聞が長〈、内湾度が強〈みられるのも、浅く干拓等が近くにあるためと、潮汐流の主流

がとどかないためと考えられる。
。

低水温は、湾口域の入江(久玉、"8ノ河内)では年によ b差陪あるが、ほとんど 13 c 

以下の期間は lク月以内である。 (40年は異状低温のため例外と考える)その他は、亀

浦、湯島、橋感、三角、松島のl阪に 13'C以下の期間は長くなっているが、大きな差はな

く2ヶ月間内外にとどまる。

ζれらの漁場で屯 10'C前後に低下する ζとは年聞を通じ普通5日内外であb、アコヤ

ガイの越冬が行なえる。 ζのように 10~13'Cの期聞が相対的に長い期間 (2 ク月間以

内j持続する海域は化粧巻漁場として利用される。
。

高水温は (28以上jは、年によ b各漁場に現われる状況は一様でなく、久去や富野

河内、二江でもそれぞれ39年、 40年、 41年に20日間前後現われているが、 5m感

になるとほとんどみられず表層だけにとどまっている。全体としてながめてみると、 28'C

以上の海域は、やはb湾奥に位置する、築島、下浦、松島、大浦や羊角湾の亀滞等にf高水

温はよく現われ、その中でも築島、下滞、亀浦は28'c以上の水温の期間が41年は 50 

日に必よび、築島は 30'C以上が約 10臼間みられた。

また、亀浦では趨温範囲の長い割に高水温が現われている。同燥な傾向がみられる漁場

として、その他に大浦、下f甫bよび津奈木、水俣海域がある。 ζのような海域は、上下府

間でかなb水温差が大きく 5m層では、さほどの高水温は現れていない。 ζのζとから、

黍下層の操作によ b一貫漁場としては、水温面からみると良好と思われる。

低比重 (1ウJ七、 1 0以下)の出現状況は、第29図に示すように、昭和39年に亀浦の

表層に2回出現したのを除いては、.4 0年のみで、その多くは 7月に出現している。前述

した外洋水系及び混合水系の浦湾、すなわち久玉、宮野河内、御所浦、湯島、有明町等で

は，(.七 10以下に低下するととは/J:い。しかし陸水(河川171<)の影響を強〈受ける松島、

大浦、三角では、 3m層までたつするととがある。これらの多くは、八代海の球磨川の流
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第5表 各浦湾(とあ怠ける水源適否範囲の出現状況

下 浦 大 浦 松 島 亀 鴻 宮ノ河内 ! 久 玉
温度 日 数 日 数 日 数 日 数 日 数 日 数

CC) 
39年 40年 41年 39年 40年 41年 39年 40年 41，*-39年 4昨 14向 39年140年 41年 39年 40年 41年

9以下

9-13 75 70 65 85 120 65 65 85 60 65 20 60 15 15 10 

13~18 80 80 90 55 60 105 120 80 105 85 110 135 90 140 130 135 145 

18-26 130 160 145 160 175 145 100 110 135 160 170 165 160 190 195 205 170 

26-28 40 45 15 45 15 40 70 55 50 30 60 30 15 25 5 35 

28-30 35 5 45 15 5 5 10 20 45 20 10 

30以上 15 

一 江 楠 盛 湯 島 三角(表j畜) 築島〈表!喬)一
温度 日 数 日 数 日 数 日 数 日 数

CC) 
39年 40年 41年 39年 40年 41年 39年 40年 i41年 39年 40年 41年 39年 ?吐竺

9
0C以下

9-13. 10 45 75 45 50 25 25 70 80 50 70 

13-18 145 105 70 1. 05 95 95 130 100 90 100 80 

18-26 165 160 175 165 145 220 160 120 170 150 145 

26-28 20 50 40 45 70 20 45 70 30 60 10 

28-30 20 45 

30以上 10 
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7 層

出7](がbよぶ海湾完了あb、との他の下獄や亀浦でも豪雨時には表層で t't1 0.以下になる。

とれらの低比重の観潔IJvi4 0.年の異常豪雨時に出現したもので現存する養殖場では5mま

でお‘よぶζとは緩くまれである。

3J昭和40.年の豪雨による各浦湾真珠漁場の低比重について

豪雨の概要ア

7月9Bまで九州では連日降雨を昭和40.年6月27日頃から梅雨前線下にあって、

み、持に6月30.臼夜から 7月3日にかけて九州中部で毒疑問が続いたため、各河}II水は

警戚水位を大幅に越え宇土必よび球鰐川水系の入官、八代々どに大洪水が起きた。降雨

量はζの6月30.日9時-7月4日9時の間に多い所で60.0. mmにたつした。との期

聞の総降水量の分布図を第30@に示す。

-84-

豪雨後の海況観婆イ



附第1表は、各地の真珠養箔場の観測資料を整怨したものである。とれによると、水

温は、 22"'-'27'Cで大雨時の表層では、やや降下したものの 7月9日頃からかえt1J急

速tこ昇温した。

比重は、各地とも 7月2日頃から急降下し表層ではu'f;0-5 3ni照合'I0'.七4....， 10

まで下がった。大雨後南寄bの風が多かったζ とも表層水の回復を遅らせ、大矢野、松

島地区で除、 3m層で7月18. 1 9日になってグ.t1 0"'-' 1 5を示した。一方有明海

側に面した所では回復がはやく 7月7. 8日にはすでに(ft15以上 (3m層)となっ

た。また御所浦地区;では，3m層への影響は大雨後4. 5臼たった 7月8日前後に現た

たようで、 σ'七15前後まで下がったのは 1""'2日間であった。牛深地区は、 3m}吾で

crt 2 0 から下がるととはなかった。羊角湾では、表面では 7月2日から淡水化して 7

月10日に々ってやっと(，.t5以下となったが3m層では 7. 8日にはすでに P七15 

以下となって比較的回復が早い。

ウ 各地養究車場の海況経過

⑦ 大矢野、松島地区

7月1日頃からすでに松島、大矢野の八代海側では3m層でグt1 0前後の危険範

囲となb、7月3日頃から 5m層までrrt5前後に急速に低下して各養列車場では深吊

b走行なoたb、有明海側や南部海域方面に具を移動させた。不知火海に宿した倶1Iで

は3日，....， 1 4月まで F七10以下の危険範囲に被われたと ζろが多〈、その後も約

1 0日聞はグ七 10""" 1 5の範聞にあれ 具にとって悪条件が続いた。

一方、有明海に面した所でも表層は 7)11白からグ七 10以下とな!?1 5. 1 6日

まで続いたが、 3m層では、豪雨後も O-t12以上を保って 12日以降次第に回復に

向った。

(j) f)臣戸地区

4日頃からかなb影響が出はじめたが、 12 日には殆んど回復した。 7 月 5 日~8

日の 4日間表j習では、 (ttO"""6の危険状態が続いたが、 3m層以下では殆んどF七

1 5以下ιなっている。

②御所浦、倉岳地区

豪雨直t後の観測資料がなく 7月7B""" 1 1日の資料から見ると 3m層では、 9.10 

日頃に 2""-'4日間 t7t1 5前後を示しただけで10日以降は次第に回復に向った。

1m層では7日，....， 8日頃1"""2日間 f七10前後を示した。
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@新和地区(楠浦湾j

7月7日-11日までの観測j資料だけで充分な観察ができないが楠浦湾にそそぐ大

宮地JII、流合J!I、亀川などからの河川水で表函は淡水化した模様である。 1m層では

殆んど ft1 0以上を示し、 3m}者では8日頃から〆七 15をやや下廻b、ζの状態

が14日頃まで続いたものと思われる。

⑨ 不知火海湾口部

大雨のあった7月2. 3日に表面でよ t 1 4に下ったが、 2m層では、大雨前と殆

んど変らず {it2 0以上を示していた。

@ 羊角湾

-1町田川 亀浦川などの陸水の流出があb、湾口でも 7月3日には淡水化していた。

また4日以降は 3m以深部でOt1 5以上を示し、表層でも非常に回復がはやい。

学角1湾、奥は、表面で殆んど真水に近い状態、が7月2日-8日にわたb続いた。 3.

5m層では、 rlt 1 0前後が7月3日から4日の2日間みられた。しかし8臼頃から

はu-t 1 5以上を示し回復に向い 15日頃には平常に復した。

エ、大雨後にかける不知火海の比重の分-布と経過

観測資料が怪部的に分散しているととや、不知火海北部の定常流が潮汐によ b又上下

層によ b奥伝っていることと、気象の条件で不安定であるととから、ぞの分布を時間的

に把握するととは、かなb巨困難であった。したがって低かん水の拡大介散の状況を含め

7月4日から 7月19日まで、 5回の分布図を作製した。(第31図}

低かん化する状況は大矢野地区では、 7月2. 3日頃から、不知火北部の低かん水が

かt.dJの深さをもって流入したため豪雨後10日経過しても 3m腐までは，rt5以下の
漁場もあって長期間にわたって低かん水が滞留していた。

不知火海中部では、 7月8日頃になってかなbの影響が出はじめたが、八幡瀬戸よ b

流入する高かん水があって 1m以深ではグじ]0よb下がることはなかったが今回の豪

雨による低比重と外海水との接触混合水はかなb長期間滞留した模様である。

有~，Ej t毎に面した松島地区では不知火海から流入する侭かん7.kは、樫めて少々いようで

1 4. 1 5日まで表簡を被ったが3m)替は F七12以上であった。そのためl回復も比較

的はやい。

楠浦湾や半角湾では、乙れにそそぐ陸7.kによ b一時的に表層は低下するが、その後の

回復はかえ1::]J早い。しかし陸水が注入する入江では長期にわたフて低かん水が滞留する
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曹

ょうである。不知火海湾口附近では豪雨時陸水の流出で低<aるととはあっても表層の

⑧ 

調査、 ~8 に記載されている。

200 
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第31国一 5 7月 15日 5m層比重(15 )分布図

水試「ひのくに」観測
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地点 4日 7日 11 B j 1 
l 5 I 11 I 11 

2 5 14 6 90 

3 5 4 73 15 
4 197 16 20 

5 12 9 85 105 

6 85 (12) 75 10 

7 10 (15) 55 

8 16 13 16 18 

9 11 9 6 13 

10 65 7 14 19 

11 11 19 16 185 

12 16 13 18 185 

13 18 14 ~O 22 

14 175 175 

15 170 145 

16 

161 d O( 17 1651 14 5 

18 15 2: 1.7 5 

19 16 oj( 18) 

20 18) 

21 (16 

22 155 142 

23 155 140 

24 15E 145 

25 22 21 22 22 

:26 16 17 20 

27 11 
21411 l 
18 18l 

28 214 21 22( 

29 

30
1 

Hs相 '10年7月の大雨後の観測j点図
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( 4)漁場環境の現場観測

ア 真珠養殖漁場の潮流

真珠養殖と潮流は、密接な関連があると考えられている。本県では、昭和42年度に各

養殖場の潮流調査を実施したが、漁場の流況を遁躍に把握するまでには至らえEかった。今

回の調査では、大潮時の辛子ける養頒漁場で現実にどのくらいの流速の範囲にあるか、また

間取調査と合せてその限界流速の必よその把握と(過去の調査結果と合せて)各浦湾の辛子

I 
よその流況について考察を行々った。附第4函はイ万の海図に筏の設置場所必よび観測

地点を記入したのである。附第2表は、との観測結果で第33図に、とれを整理図示した。

調査地点は、全部で10点で、 ζの肉、養箔漁場内で観測され貝の垂下Z環境と大きな違

いがないと思われる地点は、日七 1. ~ ~ ~ ~ & 9. lQの点で、未利用になっている

沖合域の観測点は s七2.6である。

次に各養嫡漁場別の潮流について簡単に考察を加える。

⑦ 天草有明海域

観測は、島子地先の滋嫡漁場内(6t 1 )と、その沖合約1km維岸した地点(st 2) 

の2ケ所で行なった。 S七 1 の流速 (2m)習j は、平均6~7 仰/目。 1 であ b 、高

潮IB'から下げ渇時にかけての3時聞には 10侃/自由工前後の流速があb2m}畜での最r寄

流速を示す。底層では、高潮時に 20cm/自由工が狼!j流された。最低は、低務時前後2時

間に 2~.3cm/呂8工とa..る。全体として評価すると、真珠養短漁場として適当え主流速

と思われる。自七 2では平均20c祝/seユを示し各層とも大きな相違はないが、 3m

層が最も早〈最大の流速は高潮時前1時聞に50cm/自由工を記録し、また低潮時前1........ 

4時間の主:げ哨時に平均30c椛/691 を示している。さらに、これよ b沖では、第

16@の流速分布図からして 1Oocm/s e 1 を上廻ることぶ字削される。日七 2は、潮

汐流の主流の沿辺部に当ると考えられる。とのことから、 ζの海域の漁場のf中出は不可

能と思われる。

③ 松島海域

観測点を、大浦地先(6七3) と松島船戸島(s七2)の2クJJivこ設定した。この2点

は、漁場に接近した場所で行なった。 6t3は、遠浅(底貨は泥)の島影になb潮汐流・

の主流から離れた場所にさうって松島海域の漁場では最も流れがゆるやかな所と忠われる。

大部分の流速は、 1~6cm/自由工にとどまるが、上げ潮時の4時間にわたb17cm/ 

自由工 (1 m溺jを測定した。日七 2の船戸島は、}柳ノ瀬戸の中心部に当b、1 松鳥海域
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で最も速く低湾鴨前後に最大とえd 50c宵t/S 81 (J m層J近くにたっし平均25仰

/s81になる。隣接する (天58) では、龍がふかれ貝のハサキがすれ合うため“身

主只 J乙なb施術只では落核が多いため、との筏を利用するととは少ないととが局取調

査でわかった。したがって平均25侃/自由工最高50cnV自由工にたつする所は、真珠

養殖漁場としては不』査当であると考えられる。一方自七 3のように数時間も停滞する・泥質

の遠浅では、水温の異常上昇、激変や、漁場の老化がかζbやすい、現在まだ密%1され

ていないζとと 1日2回のかなb速い (15cn〆seユj潮流があるため弊害はないφ

@ 御所浦海域

観測点は、楠盛島西地先の漁場日七 5と楠盛島東沖の未秀IJ用対象日t6の2点を設定し

た。日七 5は、 ζの漁場では、潮通しの最も良い場所と考えられる所で、上伊湖、下昨潮

の盛期に 20cnレ/目白 l 前後を示すが、多くは、 3"-'lOcntの範聞にあb漁場としては好

ましいと言えよう。日七 6は、ほとんど常時30 cnt/ S 8 1の潮流があV40cnt/日自l

にたつするところもあって漁場としては速すぎる。

@ 八幡海域

観測点は、深海入江の入口に当る日七 8と、その北の下王子地先s七7(J.) 2点を設定した。

とれらは、どちらも養摺佼が設置されている所である。八ι嬬瀬戸は、最高8K七にたつ

する強流があるが、入江や主流から離れた部分で漁場が形成されている。この 2狽ij点は

ζの海域の漁場の中では、補流が最も速い所とみられる。日七 7は、高持特に 50cntse1

を上組る強流が存在するため祥子が水面下に沈下したb読が大き〈振れる現象が見られ

るo しかし、 ζの強者ftは長時間経続するととはt:r.<、多くは、 5"-'2 0 cnt/ 自由 l<nlì~固

にある。日七 8では、最高流速は、底思に現れ 35 cnt/日由工を記録しているが2m騒で

は5""""20cnレ/自由ユの範囲にある。これらの漁場は最盛期にやや速すぎる傾向にあるが

全体として良好といえよう。

@ 芦北、津奈木海"域

観測点は、津奈木湾の北口(日七 9) と南口の湯ノ児F付近(日七 10)の2点でとれら

は漁場内に設定した。

ζの海域は、今回の観測Jq1最も流速が遅〈、 2狽Ij点とも 5c胃t/目白l 内にとまどるこ

とが多い。とのととは、不知火海の中で最も湾巾の広い海域に当るためで全体としで潮

流は弱〈、沖合部の潮流の速い所でも 1K七にたつするととは少ない。従って潮汐流

からいえば、もっと筏の沖出しが可能と考えられる。一方入江の突になると、ご潮流はさ
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らに弱くなると考えられいろいろな弊警がkきる可能性もある。過去に必いでも赤潮等

の被害が見られている。従って密績は漁場管理上さけるべさであろう。

@ その他の参考資料

考察

漁場海域で過去の潮流観測資料が得られたものにつき参考資料として附第3表に示し

その観測地点図を附第5函に示した。

真珠養殖にとって潮流は重要な制限要素であb、安た成長や品位等を左右するともいわれて

いる。一漁場の利用でも潮通しの良いところに施術貝を、入江の英に母貝を養究宣するととが多

い。潮流の適当な速さは、自然界では 12....... 1 5 c祝/S8ユが良いといわれている。欄流が著

しく速い場合は、筏の設置、摂餌の問題やスレがあbハサキがつふ'れる等の弊害がある。また

著しく遅い場合は、漁場壌竣の悪化や老化が起bやすく時には大量のへい死を生みだすととが

ある。

本県にお‘ける潮流は、潮位差が本邦では最も大きく潮流が速いために、漁場に錆01浪を受ける

場合が多く松島、御所浦、有明天草悔域、八幡海域等天草周辺では特にぞうである。今度の調』

査結果からみると、真珠養継の最大流速の限界は、 40 ~ 5 0 cm./ S e 1 と考えられる。

i棚Lb;比較的，遅い海域としては、八代海南部の芦北~水俣にかけてのm蹴で沖合でも 1Kt 

にたつすることはなく場所によっては;伎の沖出しのできる海域と考えられる。一方、入江等で

は若しく潮流が遅u官級はさけるべきだと考えられる。
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イ 真珠母貝の計測

調査方法の項で述べたように、今年度耐震々の事情によれ棚流その他の漁場観測を行怠

った漁場にbいて養成中の真珠母貝を 1回だけ計浪Ijしたに過ぎない.従って以下述べる計tIl.lj

結果からは漁場の特性による母貝の成長量、品質の差異を論ずるととはできない。

今年度の調査は次年度にj;~\ハて実施する予定の調査研究の予備的なものとして、調査時点

にbける母只の状態を記録するととにとどめたい。

⑦ 計測母貝の状況及び測定期日

母貝の計測は、松島、大矢野海域A)天草有明海域B) 寵ケ岳、御所浦海域0)の3ケ

所(第 3 図の A 、 B 、 0 を参照j で実施した.母貝の管理状況等は(第6 表j のとj;~0で

ある。な主?稚貝の購入先は何れも愛援県で、 41 年 7~8 月頃採苗されたものを、採苗后

まもなく購入されたもの(01漁場、 41年8月購入j と秋に購入したもの(02漁場j

及び翌年春購入したもの (A、B漁場)とがあb、購入時期は夫々異々っている。

第6表母良測定場所、稚具購入養成管理状況

漁場区分 A ( 大矢野 j B (夫車、有明) !C1( 竜ケ岳 ) I 0，，; ( 竜ケ岳
松島 御ヲ7浦 d 御所浦

測定年月日 4 2年7月4日 4 2年 7月20日 42年6月22日 42年6月2

漁場位置 松島町倉江川尻 有明町ノト島子 竜ケ岳、楠盛 御所浦本郷

天区86号 特697号 天区333号 持81 2号

筏 の 種類 竹 筏 アロート筏 木 筏 木 J筏

母 貝 議
提灯7介ネット 経灯7分ネット トラYク龍7分三ネット 持灯7分ネツ

2段吊 3段吊 1 段 3段吊

5月 60~80貝 5月 4 8貝 一
1績の収容数 7月30貝 7~8月40~45

9月 30具 9月 3 0兵

稚貝購入先 愛媛県遊子 愛媛県内海 愛媛県宇和島」鵬

購入月日(到着目) 4 1年11月2日 4 2年4月28日 4 1年8月 4 2年4月
日一ト一一一一一一一一

RI;入時のサイズ
1.000f;tト 5 0 0 f;卦 50.000掛

一
平均 3.64g 平均7.5g 平均O目。75g

野玖時よ 01司一泊 購入時よ 01司じ 41年8月楠盛 購入時よ ]:)1責

場で義成 魚場で義成 i 41年11月牛深 漁場で養成

岳
鴻
ク
所

2日

ト

l
i
J
1
I
l
l
i
t
-
-

γν 
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只掃除 貝掃除 42年5月補盛
4 1年11月 42年5月16日 41年8月~11 月
42年4月30日 42年7月 8日 まで3回入れ換

養成途中の管理 え

1回1寵 200.民

2回 160 

3回 60 

42年5月貝掃除
， 、， 1議 48具

"雪量 t 深 度 1. 5~2m 2~3'm 2 11'1 1"'-'211'1 

42. 3. 31 41年11月

養成途中の重量
660併 (4.6g) ー 1.50 (ト2，()0 0掛

採 11i 

42. 4. 2' 
700~800掛

，時 期 4 1年7月頃 4 1年7"'-'8月 ー

をわ 計測の結果

計測は 42年6月22日、 7月4日、 7月2.2日の3回に分けて行なった.;ζの時期

はアコ-¥'._&の成長が盛んになる時期であるので、計測結果は計ii!IJ時にbける大きさを示

すもので相互に比較検討しに〈い。

計測は調査方法の項に述べたように殻長、殻高、殻幅、重量を夫々H回づっ行tJ:，い

ぞの結果から殻形を比較するために銭高/殻長 (H/LJ 殻幅/殻長 (B/ L) を計

算した。 ζれらの結果・は各漁場毎に測定した 150具について、その単純平均値を(第

7表}に示した。また、各サイズ毎の分布については(第34図}にその出現個数を捧
35 

グラアに示した。

'第7表 真珠母員計調IJ結果 平均値

h¥¥T A (三議 J B (矢革、有明j C1 (御竜所ク岳側 1 こ円こ内よ/血ゐ竜毘ケ岳主主二‘ 

測定漁場位置 松島町矢倉共江8川尻
有J明主町iULl小5島一子一一

竜ケ岳町楠盛

閣~~所桂2S浦年L町L6A月f本主2-郷2 日6号 一去区333査一一
測定月 日 42年7月4日 4 2年7月20日 42年6月22日

j設長 L mm 37.0 37.9 37.2 3o.7 
ー一ーーーー・ー岨聞.-司--圃'ー・・4開・-・-ー・・ーー-平苧

殻高庇 45.1 
、.

mm 45.2 40.9 42.3 

般幅 B mm 15.4 15.6 15.2 13.9 

重量 g (A 2.8U.5i 勿 132 2伺 10.57 タ7 ゎ-(1270.47勿::.-'-1
(3.5 (2.8 

IH/L 1.22 1.19 1.10 
トー .一一ー一一
.B/L X 100 41.6 41.2 40.9 35.9 

b 
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どのようなものが優秀母貝と¥Aうのか、従来ζれについては明らかに

196 2年2月三重県で行なわ抗た母見品評会の資料)iなって、優良

(第8:1Uそれによれば殻幅/殻長の数値が、 0.900

以上、殻幅/級長x1 0 0は39.0 O'以上ということになせっている。

1の基準

殻形についτは、
されていない.b'-.

!母Jミの一応、の基準が示されている。

優良J母5

託、さ 37.5g以上のもの、 30~3 ，7.5 gのもの 2 2.&--3 0 gのもの
(1 0匁j (8"'" i 0匁j ，)-.~ (6~ 8匁)

殻 長 ， L) 6 5.0 mm以上 6).0 mw以ょと 57..0'J:lm以上

殻 高'.(H) 5 8.511 11 5 5.0 11 /1 5 1.5 11 11 

殻 幅 ~ B) 25.5 /1 11 24.0 11 {I 2 2.5 11 11 

ー一一一一
貝殻の長さ 2 0 g ~J.J二 L1114 8以上 1'4 g 以上 1 
肉の重さ 1 7 g以上

O. 8以上
‘ 4 

冒

第 i

〆• ， 
O. 9 0 0主人とlr;:ァ4-

!一一二ζ三ト一一一 3:9.00以ニヒ t 市

今とれを今回の測定結果とl立ちに比較するととはできないが、国立真珠研究所の研究に

よれば般形は成長にイ半って変化し、 j技i寄/殻長、'投稿/殻長・x1 00の数値共に成長に伴

(第36図参照jtr.って大きくなっている。

1 0'"'"' 1 1月の母貝と

してと b長男げる時期のものが、小ざい値をとるととはt.r.いのではとEいかと考えられる.

ぞとでとれと測定平均値と比べでみると殻高/殻長は1.0 9~ L2 2¥殻幅/殻:侵x100 

ではl例だけJfj.9で他の3例は4，0. 9~ 4 1. Zで政胞の 1例を除けば基準を越えている。

6~ 7月に測定した今回の結果r比べて、とのにとから考えて、

との 117iJも6月に測定したも'のであるから最終的t.r，母貝サイズに成長した場合に必ずしも

基準以下というととはいえ々いと思う.p
 

r
 '
d
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動%〆殻長 (日/L) 殻幅/殻長X100 

40・01(B/LX10ω 

1.1 0 1-

/ーイ三 大

1.05 

35.01-

。幻~~も

4 5 6 7 8 9 10 11 12 

30.01:__-.，--

4 5 6 7 
..!.. 

8 9 10 
ム

1112 

第36図 試験地{大村) ~こ.$-'ナる大村三藍産

稚只.の成長に伴う H/Lの月変化

試験地(大村}に辛子ける大村 三

重産稚貝の成長に伴う B/LXIOO

の月変化大:大村産三:三量産

(国立呉研大村支所資料J 大:大村産 三:三重産

各漁場の等性と母貝の成長、品質については、さらに次年度にかいて、向じ稚艮を同じ

規格の畿に収容して各地の漁場に黍下し、 5 月~ 11月の聞に必ける成長を測定してそ鍬吉

果と別に行なう漁場観測の資料としあわぜて検討して報告したい。

t5)真珠貝養殖可能漁場の策定

ア 策定の方法

本県に公ける真珠養嫡漁場の壌境について行怠った諸調査をもとにして、地勢必よび現在

の免許漁場との関係を考慮して未刺用の漁場のうち、自然的危条件が真珠養殖に適当な場所

を真珠養先直可能漁場として策定した。

策定に当つては、現在設定されている区画漁業催、港湾区域、紛舶の航路等の要因の外は

他穏漁業、審養殖との関係その他の社会的要因は各浦湾毎に複雑な刑害関係があれ関係業

者の利害を調整した上でなければ、利用可能漁場を策定する ζとは不可能であるので除いた。

然もこれらの利害関係は常に流動的であ島、 ある時点にbいて調整された関係も次の時点で

は変化する性質のもので、短期間の調査で以て利用可能漁場を策定することは不可能に近い
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ζとである.

なお、ζの策定結果に、各種の資料によ b机上で検討したもので、 1部を除いては現地調査

は行なっていないので、持畑については現地の状況と異なる点もあると恩わ作る。したがっ

て、実療に漁場として利用する場合は詳細な現地調査が必要である。

イ結果

策定の結果は別添1万分の l漁場図に記入し、面積を計算し各漁場について表に示した。

第 12表はその総括表で、現在真珠養殖漁場として利用されていない漁場であってラ現時

点に必ける筏資材、養殖用籍、養箔技術をもって直ちに真珠養箔場とし:て利用可能であろう

と思われる漁場で真珠漁場として具備すべき自然農境だけを対象として考え、他穫漁業との

関係等の社会的要因は除いである。但し、港湾、漁港、航路等の状況は或程度加味したもの

である。

第12表真珠養殖漁場として刑用可能な漁場(総括}

図NO 地 名 可能漁場街積 備 考
トー

l 三角、大矢野、千束、歳々島 3 8 5，0 0 0 ni2 

2 松島 7 2 5，0 0 0 1/ 

3 大矢野北西 8 1 0，0 0 0 1/ 
/ 

4 姫戸町 4 4 5，0 0 0 1/ 

5 竜ク岳、倉昔、御所浦 1，7 0 0，0 0 0 1/ 

6 御所浦町 8 3 0， 0 0 0 1/ 

7 倉岳、栖本、下?i}i 940，0001/ 

9 有明町、大潟、赤l崎 。
10 | 問、 と棚、 島子 560，000" 

11 五和町、佐伊津 390，0001/ 

12 省北町、五;t[lfllJ二江 3 0 0; 0 0 0 1/ 

13 新;t[町大多尾 650，0001/ 

14 葉rr和町、河出 3 0.0，0 0 0 1/ 

15 | 牛深市(深海、浅海) 2 9 0，0 0 0 11 
L 
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図N0 地 名 可能漁場箇積 備 考

16. 17 18 牛深市、魚買、羊角湾 Om2 

19 1 楠浦湾 780，000 

天隼小言十 9，106，00;0 

芦北
田浦 240，000 1 

2 芦北、津奈木 220，000 

3 津奈木、水俣 ~ 10，0 0 0 

4 水俣市 17.0，000 

芦北小計 1，240，000 

メド〉a• 言十 1 0，045，00 orrl-

参考文献

1 J 有明海の総会開発に関連した海洋学的街究 (19 55年)長崎海洋気象台

2 ) 事業報告書(1 9 6 4--1 9 6 6年) li内湾の海況状況」 熊本県水産試験場

3) アコヤガイの養箔技術と漁場管理 (1967)、長崎県漁業協同組合連合会山口J正男

4) 真珠の研究小林新二郎渡辺哲光

第 19号
5) アコヤヵ・ィの環境水と流速との関係(1 9 6 5~ 1 9 6 6)長崎大学水産部報告書第20号

宮内徹夫人江春彦

6) 事業報告書 (1967年) 1;昭和42年夏申秋期に伊ける真珠貝異状へい死につl^て」

熊本県水試浜田盛治

7) アコヤガイの生物学とその養箔技術 (1967)長崎県漁業協同組合連合会 山口正男

市
山 結 論

本県の:真珠養鏑業は、昭和初期に始められ、本格的危農業仕の段階へ入ったのは昭和32年頃

からであb、昭和41年度現在、真珠養F直業は26経営体で真珠生産量は 6，34 4 K g、金額

3 0億円とt，dJ，全国第4位の生産県となフたっまた34年度に比し、約17倍の生産増とえtV

短期間のうちに持者異的な発展を遂げてきた。とれは、先逮者の努力に負うと ζろ大であるが、一

方本県の漁場が、真珠必よび真珠母貝養先自民こ最越えE自然的議境条件を具備していることがあげら

れよう。しかし々がら、 ζの発展も、大半が県外業者によるもので、地元は、当養殖業に従事す

る雇傭労働力の提供と、漁場使用料の収益にのみとどま b、地元沿岸漁民の漁業所得の向上に結

- 10下一



びついていない等、地場産業としての地位は全〈低いものとなっている。

今後本県に..to~ける真珠養殖業主を地場産業として育成振興するためには、先づ第 1 に地元漁民の

真珠養嫡に対する認識の向上なよび新しい漁業に対する不安感の解消をはかる必要がある。第2

に収益性の高い業種への漁場間分と漁場の合理的刺用を考慮する必要がある。第3として養嫡技

術の取得向上が必要となる。

幸o、本県の真珠養嫡場となっている、天草、芦北海域は、それぞれ異危った特性をもフてい

るが、総体的に、真珠bよび母良養摘に適した自然、的な漁場環境状件を具備して，J;，d.J、今後さら

にし 000 万d 以上の開発可能漁場をょうしているので、養箔の方向を誤らず、各漁場の性

状にそτコた漁場の合怨的利用をはかフていく/J:.らば本県に必ける真珠養緩業は今後さらに伸展す

る礎地を充分に有しているものと考える。

なよ子、地元漁民による真珠養嫡業としては、p)設備投資が少額であるとと t2)養嫡技術の

寂得が容易なとと l3)換金が早いとと (4) 事業が安定し、収益性が高いとと等を考慮しなけ

ればならないが、との点母貝養列車業が最も趨しているものと考えられる。ただし、母貝は需要が

限定されたものであるため、県内の自給自足を目的とした養先直にとどめるべきであb、また、そ

の謁給につ1ハては、需要者と供給者との相互調整が必要と考える。

本県の漁場を自然環境かよびその特性から分類すると A海域(松島海域、天草不知火海域、芦

北沿岸海域jとB海域(天草下島沿岸海域、天草東南海域}に大月Ij-することができょう。

A海域には、沿岸7.1<の影響が強〈、冬期水温は 10'C前後となるが、霊長栄養型の漁場であれ

真珠養摘の箇からみると化粧巻き漁場に属するし、母具養婚の街からみれば短期養殖の漁場と考

えられる。

B海域では、外洋水の影響が強〈、冬期水温は 13'C前後で員の成長が良〈、周年養摘が可能

な漁場であb、真珠養殖の面からは、作業基地bよび育成漁場に属するし、母貝養鍋の笛では、

長期養植の漁場と考えられる 0・

現在、真珠の生産面.に必ける問題点は、粗悪真珠の割合が増大してきているととであるが、 ζ

の最大の原因は、漁場環境の悪化による生産性の低下といわれている。本県の場合、漁場の生産

性の低下は認められていないが、今後さらに品質の向上並びに生産の増強をはかつていくために

は、 A海域と B海域の漁場を合理的に罪IJ用するととが望ましい。

母貝は、全国的に寄生虫具が増加しているととと、大型母貝の不足がいわれているミ母貝生皮

の目標は、大型の優良母貝の育成となるが、このためには、真珠同様A海域と B海域とを総合的

に利用してい〈 ζとが必要であろう。真珠養殖bよび母Jl.養婚の何れにしても、漁業者を対象と

して新しい魚業として育成するためにはかなb長い期聞を要するであろうが、進め方の自擦を誤

らず、着実に進めうるととができれば、地場産業として充分成b立ってい〈ものと考える。
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附第 1表経営体別真珠f.mj術目標数量

三下ヰ;|昭;|;!;lUJi大|中31小川

??刊止了?二コjJ:去二世汁?h計量
EiJ-LJt十一一::;ιL2

己主計ゴiiiiifH日1
L二主盆十二J-=JーI10 L-竺

( /1 )一二--t一二よ二」一二十一一

守二

号j三子井古事;70

90 90 

15 20 50 

寸

斗ト一一一ー
計 950 950 I 1.650 I 2.570 I 3.985 3.429 I 1.537 I 834 I 5.800 

-110ー

白 y 、
‘~，叫診叫』山叫h‘ 2量 F



(千個)

36 37 38 

100と竺J~-1竺~J_2.7(

→一一一一一一一一一一→ i一一一一十一一一一十一一一一一一1

44;引4芋三:一行汁吉:
「ー吐止[;iljjlJJ
一一7015:ド汁計-叶寸一二 160 I 

仁社出吐去トゴ;ト止

大 中 計 大 中

1.000 300 150 1.450 1.200 150 

1.000 300 1.300 1.300 

540 

120 140 90 230 

70 150 40 180 10 230 

150 70 110 180 

100 40 40 180 

--;1つ寸てr~ 川叫二 I 150 I 30 I 7o I 20 I 

i主
さ卜:1: 

150 150 150 

8・叫 1.650 I 恥 6札削側.0川0ω0州 引仰山00I 960 340 I 6.000 I 6.210 I 3.640 I 850 I 10.700 
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第 1表 経営体別真珠貝施術呂標数量

ロコミミ君!大
39 40 

中 計 大 中

九州真珠 (有) 1， 700 800 700 3.200 2.000 500 

明光 fI (株) 2.500 600 3.100 2.200 240 

みのる fI ( fI) 710 200 910 520 200 

太洋 " ( fI ) 620 150 770 480 130 

小 )11 11 (有) 350 280 140 770 380 
一一-

140 I 三角 /1 ( " ) 460 150 一 610 450 
トー
(有)悶崎真珠 300 300 一 600 180 
一一一一一

、

林原真珠 (有) 200 120 80 400 150 

(有)海見真珠 150 150 300 190j110 

久松真珠 (有) 40 180 60 280 130 1. 2QO 
ト一一一ー
松下 、、、 ツエ 50 280 240 

塩 国 伝次郎 90 280 170 

松島 一真珠 (株) 100 130 40 i 270 190 I 100 大東 博 200 50 一 250 130 I 1301 1 
熊本真珠 (布) 20 100 80 200 80 I 190 
一一← 一
'芭 下 忠 男 120 140 20 280 凶|
不知火真珠(組合) 20 20 

一 一一ー
10 50 401 30 

20 I 天 主主 " ( 11 ) 10 10 20 40 50 
トー

10 I 倉 岳 11 ( /1 ) 10 20 40 30 33 

嵐 ロ 11 (合名) 10 10 20 40 26 34 

竜ケ岳 /1 (有) 10 10 30 30 40 
一一ト・大1~l 1/ (組合) ー 40 40 

一一一一一一一一
第 - 11 (有) I - I 20 I 20 I 40 40 40 

一一一一一一ー一一一ー一一一
御所浦 fI (組合) I - I 20 I 20 I 40 一 50 

トー一 阿村真珠(組合) 1 20 j_ 10 1- 10 j_~ 15 30 

7.7加 13.9ωl 1.300 I _12.9 7.971 3.552 
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41 42 

l古七云十二∞i:。イウ出!ふけ。!tiL 
60 1 3.800 1 2刊号十一旦IP4十づ:?トラ汁ご
すれ計づ::|づ:汁五十一元|770i 180 I -1950 
l390 I 1.090 I 570 I 670! -I 1ωI 620 i 720 I -I 

I-さlJ2ト引JU--J:::l:;;l :il j::ij 

己:止す士三

1.385 22，340 
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(千個)

6，458 
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(千(薗)

4 1 42 

大 中 計 大 中 計

3，796 351 4.147 4.354 808 一 5.162 

3.393 608 4.001 1.803 897 一 2.700 

572 631 1，203 350 550 一 900 、

737 213 一 950 240 460 一 700 

600 750 一 1.350 737 865 一 1.602 
854 282 一 1.136 820 231 一、 1.051 

600 415 1.015 600 500 一 1.100 
490 3621 650 550 400 I 1.600 

195 314 509 400 210 610 

252 321 267 840 212 309 ! 212 i 733 
10 330 200 540 500 80 680 

442 539 350 480 

619 144: ! 316 460 

〕竺L宣 500 

41 658 

260 350 1.00 710 

20 150 70 240 

60 70 122 252 501 70 220 340 

42. 105 50i 70 120 

一 97 43 140 120 200 

70 100 246 115 190 95 I 400 

75 130 ，15 250 80 220 
100。下l-l400 

146 133 78 357 251 250 100 I 601 

100 150 50 300 300 

;:計
50 500 

40 1干O 100 310 36 40 300 

45 55 100 40 40 10 90 

l 山 49了7問 12.365 制 4I 1.558 I 22.837 

-117-



瓦ぎlzzJ;422:iJl t 15l 

;吉

田二五:主司仁記F子事市出耳事
正王古監口UEUZ:JJ-「主要
互主十f lfrTf 
比五-ifli-盟主J-H卜28.7Tll;lz:l::訟
は二;:士ヰ1IJjmoil:「;;::i+H副
長ft}E~!-u註kF同一戸73il:記
;主主-2rTrTrT町



36 1年 度 ;; 7 年 度

母 貝 計 真 l珠 母 貝 E十 兵 珠 母 貝

I iffi I資 件数 I白 積 件数 面 J責 件数 間 積 件数 [[rj 4賞 イ'I~数 面 積 件数 回 f責

一 8 54.122 5 32.550 3 
2-S1-，.55722 5 

10 78.372 1 5 1 32.5501 5 45.822 

10.600 3 30.525 2， 27.000 1 2 27;000 1 2 1 27.000 ー
一一一一』 一一一一日

95.200 6 87.900 1 10.500 5 77.4∞ 7 77.400 
ト一一一一一千一一ートー一 一一
12.000 12 141.412 10 123，412 2 18.000 13 18.000 

61.700 55 421.065 39 371.258 16 49.807 59 56.007 

2 19，000 2 19.000 2 
トー一一一

2 
ト一一一一一一一

一 一
':t~， ト一一 オ一

} 一 一 一
一 一 一 」 二」 一 一 一
16.500 2 29.000 1 12.500 1 16.500 3 31.500 2 15.000 1 -16.500 

101.282 26 166，589 1J 68，907 15 97.682 29 448.044 17 341. 722 12 106，322 

58，500 3 158，450 2 99.950 1 58.500 3 158，450 2 99.950 1 58，500 
138，525 4 214.675 1 3 177.400 4 214，675 l 37.275 3 177.400 

トー一
116.300 9 37.1.500 2 179.600 .7 191.900 9 '392，200 2 -HJ;::t 133，200 19 153，320 11 35.920 8 117.400 12 218，720 I 8 56.820 
60.500 26 90.200 10 64.000 18 346.600 10 140.400 8 206，205001 1 

71，068 31 289.653 19. 113.553 12 176.100 33 322.073 19 127，123 14 194.95 

一 一 一。一 一 一 一 一 一
186.900 6 250，400 1 15.200 5 235.200 6 250.400 1 15.200 5 I 235.200 
一 3 158.850 2 94，500 1 64.350 3 158.850 i 2 94.500 64.350 

54.200 21 322.300 11 215.700 10 106.600 27 403，900 16 286.700 11 117，200 

1 12.000 l 12.000 1 12.000 一 1 12，000 

ーュL67，900 1 36.300 1 31，600 2 63，300 1 36.300 1 27，000 
46，9今十三 15.000 3 31，900 4 47，600 1 15.000 3 32.600 

ト一一ー
一

1.134，075 243 3:，149.761 川 11598M51105 1，551.436 249 4.05.0.747 149 2.230，796 100'1 i.819.951 

← 11 163，540 11 163.540 一 12 182.590 12 182.590 

一
一一 一

一 一
ト一一一一
一 一 一 一

{ 一 一

一 一

-12β64750D4o0il14 5 
4 104.000 4 104.000 4 104.000 

一 15 267;540 16 286.590 16 286.590 

1.134.d75 2判 3.417.3叫 153 1.865.865 105 1.551.4361 265 4.337，337 165 2.517.386 100 1.819，951 
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官市
38 年 度

計 真ー 珠 母 貝 計

件数甑 議- 件数 1m 務 l 件数!面 精 件数 閣 積

登立

ιlし1Fュ |1 1833 808 70目一80 0 。8 1 3 21 8 38 0 上 7 I 102，380 
一 千ー

持iIE ・ 芳日 12 I 197.830 

‘ 
中 10 I 123.100 
一一一

'，":目“ 松島海 69 I 999.100 

大浦

計J:
l 二， I - 1 2-l' --59;400 

須子 - I 4 I 83.000 

|天 上告幹鴻 一一 一

島子 トー・一一一一一一二一寸ートー一一-一7一一一一一

御領

一
江岡

10，000 10..000 35.000 一 ←-，一白ー一
早 富 82.900 58，9∞ 24，000 82，900 

← 

28 ! .987.500 二浦湾 973.200 198，260 ，.~} 774，940 
トー

1吉0.600 90.984 ! 里 、滞 59，616 
jに

4 150，600 

62，236 I -81417.600 4 深 -314，300 252，064 
“ 

i毎 久 玉 551，000 I 435，200 

M目以S00702-J111!-13-5t7073よjfー-立43573587888坦189380曲印00 1 0 深 海 358，900 208，828 

宮野河内湾 293.600 543.700 250，100 

楠，浦湾
t 

748，400 264.-7，-00 483.700 

区 宮 田 l

、

1期 4 底
ト一一一一3一30一，一6一0一0ー

72，400 f25822001 11230，600 

大 道 320，400 162，452 157.948 7 
32O匂

御所浦 508.700 161，218 347.482 553'，92 

i 祖百三 i 島 35.600 12.000 23.6∞l 3 35，300 
パ向 戸 69，900 57.400 2 69，900 

ト; t戸 129，800 83.400 7 I 184，360 
←一 ・，" 主将 i 

一一一

二戸
日肌450I 321 天， 1事海区合計 3.616，440 

7.267.5785501 1 
-=角 6，755 108，525 

十一平t---; 156 ト一二ごー

54，800 I 不 1・ I八 A 代

』失rJ ， 
津芦奈北木

31.5'00 19，500 12，000 2 31.440 

火

丹長 回 浦 一 一. 

?筒
ト~一一

区 湯 一

水 i英 133，408 76，600 56，808 : 5 133，200 
一一一一→
不知火海区合計 321，663 204，625 117.038 ! 16 I 376;195 

。:合早川 計 7.028，553 3，821.065 3.207.488 I 337 7，643.775 
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39 度 40 4:: 度
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一一J

天

主草

海

IZ: 

198，843 

122.620 

12.500 

218.360 

47.520 

3.008 2 117.192 

140.800 3 106.600 1 34.200 

1.603.365 28 1，176，348 10 427.017 

14.181.471 274 8.626.624 190 5，554.847 
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42 年 度

479 
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附第 1図内湾海の季節目「法化(水温・塩素量)
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附第2表海況観測結果表

風向カ ー表 3一m一一l一一底一勧

NW 1 2 5.2 ， 2 5.1 ， 2 4.8' 

F.l - 1 l' 2 5.3 I 2 5.3 1 2 4.8 

o '2  5.7 I 2 5.4 I 2 5.2 

一 一 一一
NE-l '26.0 I 25.9 I 25.4 

E - 2 I 26 2 I 2.6.0 ， 25.1 

N - 1 I 2 6 6 I 2 6.1 I 2 5.4 

E - 1 I 2 6 6 I 261 I 2 5.8 

9 
21-15. 14 

8.0 6 5.4 11 29.8 4 NE 26.4 26.0 25.6 -15. 39 

5.3 1/ 28.8 4 N-1 22.3 

69 1/ 31.0 4 N 

26626661302225652 6 8 ~~29.3 4 。 266 I 2 

6.10 I 0 I 26 8 7 N 1-0 26.5 I 2 
6.0 。25.1 9 SZ 25.6 I 25.5 23.9 

121-oaO1 17.56 5.3 。 8 E-2 25.2 25.2 . 23.55 -08. 22 
町一トーー

3 
21-09. 00 

18.0 8 5.0 。26.4 8 ENZ-2 25.6 25.3 23.5 -09. 18 

4 
21-10. 03 

17.0 5 5‘2 R 28.0 25.8 25.3 24.6 -10. 21 
一一一

5 
21-1112 

160 6 5.0 。268 6 NE-2 26.0 25.3 24.7 -11 31 

21-12. 00 
14.5 5 5.0 。266 7 NE-2 25.9 25.5 24.6 -12. 17 

21ー 13.00 
15.0 6 5.3 R 27.0 8 NE-l 25.9 25.5 24.9 -13. 18 

8 
21-14. 01 

13.0 6 4.7 。28.0 7 E-l 26.1 25.0 24.65 -14. 17 

9 
21-15 00 

13.3 5 4.8 。29.2 日 EJ' Zl-2 25:6 24.8 24.8 6 -15. 17 

10 
21一日 00

14.0 5 6.0 G 28.05 8 NE-2 26.0 25.5 24.3 -16. 16. 

11 
21ー17.00 

15.0 6 5.6 C 28.5 25.6 26.0 24.1 -17. 23 
「ーー

12 
21ー18.00 

15.7 5 5.8 c 29.4 8 ]<J-2 26.6 25.5 24.5 -18. 17 

13 
21-19. 00 

16.5 5 5.2 C 27.2 8 N-l 26.4 25.8 24.5 -19. 18 
一一ー一一 J._ 

時 176-

(工津浦島子沖)子島観測i場所

ST 1 

ST 2 



調査年月日 s. 42.7. 21 

調査員

l:5Fベ二平下寸-fr(t~J
i-l 273iム2I表。円十士一|

18.31 1 2 5 8 1 2441 - 1 9 1 1 1 I 0 I 
一一一一+一一一←一一一一一←一 ト一一一一一ー
18.24118.23118.251 2541 240 5 I 1 1 。

14 I 0 I 14 18.21 I 1 8.22 I 1 8.2 3' 2 1 4 - I 264 

i:71一二五，--;1て下-r1 8.1 6 1 1 8.1 6 1 1 8.2 5 1 2 1 9 

1 8. 1 6 1 1 8.1 8 1 1 8.2 0 。1 0 
3 3 1 

。2 。
3 3 。
。7 8 

一一υ
…
百
一
山
一
山
ト
ω

1 8 2 0 1 1 8.2 1 I 1 8 2 3 1 2 5 9 1 2 3 8 

ι1  811 8.20 1182JCヨヨ~413441 2「jl 5 
2竺と竺上一 一一一一一

五 21 - 11 8.5 31寸て4十τ戸「可
ととど上竺l!.~L~~5け ~ 己J
18.20118.271 18.541 229 19 

52-35019951 1 i 240 247 270 1 3 

247 137 6 

18:22 11 8.241 ;:，τ2  2 I 8 1 0 

1 8.2 0 I 1 8.2 5 74 16 1 7 1 9 

一I18.33 61 84 20 26 1 6 

9 1 21 20.5 1 7 

18.18 18.27 6 2 30 30 15 

111111878111433I 1 1819118331 

501 6 11 841 36 1 37 1 1 3 

8. 1 9 1 1 8.3 8 1 491 321 48 I 28 1 27 I 28 

8. 2 1 I 1 8.3 9 I 18 I 14 14 

-177 -

潮汐(三角)

月令 311…13.4

潮時

i満潮

~1 -8.49. 21.39 

干潮

U1-μ9. 15.00 



d 
5 

. 
観測l場所 松 鳥 (大浦・船ト島)

i i壬竺1-'土ーよH竺斗Kk斗千24d1j 四 時分水深水色 | 
1-ートー
5-06 29 

~ ;ij~~:: v t 一一一トー5-一o一τ一3一2司 1ー5ー 10 I S E - 1 I 24.8 I 24.25 I 23.9 

“一一ー トー

45--0190350 05-71421020.8108  E-l ， 24.524.5243 
トー一 一一一ーートーー

51 '-iii4sI5.o 1141 21 I 0122.451 91 SE-1 125.2 124.4124.2 
一一トー トー

6 
5-11 3.1 

4.2 14 2.1 。23.5 10 国 25.3 -1l 51 

7 
5-12. 35 

1.7 。24.1 1 0 E - 1 25.6 24.8 -12. 47 4.0 15 
」ー

8 

-s11-b4440801114 4 5 

2.0 。25.2 10 J<J - 1 24.4 24.5 -13. 4 
一ー

9 
5-14. 3 

2.0 R ! 25.8 10 NE-1 25.4 24.6 ー-14. 3 

「三二 153 同F

10 - 15 5 22 R 26.3 1 0 SZ-3 25.5 24.55 24.8 L 

)111-3211 l1! 5← 1630i!1-2144-319 R 9 
c 1 25.8 1 1 0 I S - 2 

2542608245351 l l 
-16. 17 I 5.3 
一5一-一-r一1一一3一0一ト一一一一
-17. 53 I 6.1 C 126.2 I 1 0 1 8ー1 2 5:3 ' i 24.7 I 2 ，1. 
5-18 30 

2 5.4 1 2 4.7 1. 2 4 -1844169!141 o 126 3 I 1 0 I S -2，-3 

ST3 

も
d
司
1
1
i胃
i
叫

》

日

、

t
~
4
1
3
2
:
t
t
l
j
i
g
-
-
J
J
f
h
q
e
c
c
t
4
4
j
1
4
2
t司
可

1
1
1
1
i

E日:日 21.4 10 E - 5 
I ̂ ' _ I 

24、224.8 i 24.5 

1 O 24.4 21.4 E - 4 23.9 23.8 
一一一一一

22.3 1.0 E ..，..: 2 24.3 24.5 23.6 
一一

4 
5-09 45 

14 1.8 。23.4 1 0 。 24.6 -10. 06 9.0 24.4 24.12 

一
5 
5・ー1且 45 

1 5 1.8 。24.2 1 0 E - 1 ー-1103 9.0 24..9 24.5 24.0 

一 一
6 
5--11 13 

85 15 1.5 。24.，5 い 1'0 。 24.2 -12. 36 24.65 24.3 

5-13. 05 
トー

〆

7 -13.30 8.5 1 7 1.4 
。2.5.4 10 。 25.0 24.6 24.3 

ト一一 」一一

8 
5-1345 

18 1.1 。25.5 10 S. E-1 24.7 24..5 -14. 05 8.7 24.6 
トー 一
9 
5-14. 45 

17 0.9 R 26.5 10 SE-1 25.1 ーー 15.03 8.7 24.9 24.4. 

5-15 45 
R 

ι 

10 

h三去す
9.4 17 1.0 26.5 10 S '- 1 25.15 24.7 24.3 
トーーートー

11 ーー 17.10 10.0 1 7 1.0 
。264 10 S - 4 24.9 24.4 24.3 

12 
5-ー17.50 

1.1 。262 10 S - 2 25.1 '24.3 -18 05 1 1. 0 16 24.4 

竺上1二5-11a139とiし11. 4 16 1.1 。264 10 S - 3 24.8 
ー一

-178 -
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調査年月日 S. 42. 7. 5 

調査員

l一石---r塩工素日量-E- 視iJ 流

方 向 (度) 速 度 (ψ令)

表 3m  底 表 3m  底

一
1 5.42 16.88 1 80 1 364 欠 一 2 。
16.00 1 6.17 14.27 44 134 一 4 

231210 ; 1 14.32 17.52 18.04 一 1 0 1 6 1 

1 2.50 15.94 17.43 39 一 一 4 

13.7 16.35 1'7.96 358 3 1 1 一 7 4 。
15.22 16.65 16 97 74 一 一 3 。 。
14.31 17.45 34 一 55 。
一
14;1.3 17.78 154 一 5 。

. 1 5.4 9 17.36 1 54 154 17 9 

1 5.35 17.85 16.58 1 74 1 6 9 1 5 1 1 7 3 16 

15.84 17.06 17.62 174 354 一 1 6 1 2 。
16.22 1698 17.65 16 2 1 97 1 74 14 

8:十÷15.72 16.85 18.08 1241 不定11941 3 

14.57 17.62 289 234 224 37 8 。
13.87 16.31 16 55 334 55 6 <1 18 18 10 

14.62 16.50 1 7.76 75 54 140 7 32 8 

15.14 17.52 17.66 74 74 1 1 4 1 2 21 6 

13.53 15.37 1 7.91 188 189 324 13 1 5 。
14.4 8 16.64 17.59 264 284 237 47 15 。
10.39 1 5.37 16.83 298 251 19 7 48 17 4 

18.44 16.30 16，77 277 264 290 35 1 6 。
10.18 14.81 1.7.37 322 89 一 8 16 。
一ーで一
12.09 16.04 17.42 90 97 1 37 20 28 2 

13.24 17.3 9 17.54 35-6 1 24 1 29 8 。 。
12.13 17.34 1 7.8 3 一 。 。 。
12.04 17.13 18.01 1 20 84 9 17 。

-179-

潮汐(三角)

-月令~ 26.9 

-潮時

満潮

~-6.44 ， 20.08 

干潮

Ys-l.09， 13.29 
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(楠E豊島の東側・楠盛島南)

水 温
回 時分 天候 気温 曇量 風向力

表 3m  底

1 
23-07.00 

287 8.0 6.5 。20.9 10.0 NE-1 22，5 22.5 22.6 -07.32 

2 
23'-08.00 

29.5 8.0 60 。21.1 10.0 。 22目7 22肉7 22.7 -08.21 

3 
23-09. 00 

320 8.0 5.9 c 33.4 10.0 。 22.8 22.7 22.7. -09.19 

4 
23-09.51l 

320 6.0 6，6 。23.2 1 0 E - 0 23.0 22.8 22-7 -l(). 15 
一 「ーーー--

5 
23-1100 

3 1.0 6 0 67 。25.0 10 E - 0 23.2 22.7 22.7 
123--l 11Z 20 

6 
。。
30.3 6 0 9.0 。25.2 1 0 E - 0 22.9 22・8 227 一-12.16 

7 
23-12. 01 

29.7 7.0 6.3 。23.8 、10 EC  23.1 22.7 22.7 -12. 24 

8 
23-1400 

28.8 60 6.0 。25.0 1 0 E - 0 22.8 22‘6 22.6 -1426 

23-'-15. 00 
f 

9 -J.5.15 28.4 6 0 5.7 
。25.0 1 0 E - 1 22.8 22.6 22.6 

10 
23-16. 00 

28 G 6 0 6 0 G 25.1 9 E - 0 22.9 22.6 22.8 -16. 16 

11 
23-17.00 

29.0 60 6 8 B 24.5 2 E - 1 22、9 22.8 2. 2守7-17.16 

12 
23-18. 00 

il 0.0 6 0 τ.(J B 0 24.6 4 E - 0 22.9 22.7 227 

23-11001  
13i-1114i315708 4.8 i B 0 23.6 I 6 E - 0 J~ 22.9 22.7 

御所浦観測場所

ST6 

;jjEU1  

08. 14 25.0 5 C E - 1 22.7 22.8 22'.9 

08.30 
:，: 5.5 5 6.8 。21.8 9 。 22.0 22.9 22.8 08. 45 

3 
23明帯0957

260 b 7.1 。22.7 9 S - 1 22.95 22.9 23.0 -09.35 
トー一 ドー

4 
23ー一1030

26 0 5 3.0 。23.8 1 0 S - 1 23.0 23.1 23.0 一司10.52

5 
23-1133 

2. 6 0 5 5.7 。24.6 1 0 。 23.0 22.9 2. 3.0 5 一司1L 5 5 

6 
23ー-12.32 

24.5 5 5.1 。25.1 9 。 23.1 23.0 2 R.O -12.51 

23-13. 30 8 }ij - 1 7 一回1354 23.0 b 4.9 
。26 6 23.0 23.0 23.1 

日
23-1429 

22 5 。 5.2 。25目8 7 7 21.0 23:4. 22 0 -1451 

9 
23-15. 34 

22.5 5 5.8 。250 8 S - 1 23.44 23.0 23.2 -15. 50 
一一一 一 ド一一一一

10 
23-16. 33 

23.0 5 (3.0 BO  2. 5.8 4 S - 1 23.28 23.2 23.2 -16. 49 
ーーーーー ー

11 
23一-17.30 

24.0 5 5，8 130 25.6 3 S - 1 23.1 23.05 23.1 -17. 4吊

12 
23-18.33 

25.5 5 5，9 BC 25.0 5 S - 1 23.1 23.05 23.1 -18. 49 
トー

13 
23-19. 30 

25.0 5.2 BC  25.4 5 S - 1 23.1 23.05 23.1 ーー1948
」ーー し一一一ー一一

，.，.. 180 __. 
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， 
調査奇月日 S. 42 6. 23 

調査員J 

f 塩 素 量
演ij 流

方 向 (f変) J窓 度 (nYE ) 
表 3m  底 表 3m  底 表 3押1 底

18.58 1855 18.57 309 193 317 2，1 29 36 

ト一一一一ーー←トー一回 ー一

18.60 18，63 18 60 320 33，9 358 28 28 32 
トーー

18，60 18.59 1.8.59 8.0 24.0 250 29 29 26 

18.59 18.60 18.62 347 341 339 37 33 35 

1 8，59 1858 18.60 3 17 304 289 14 20 5 

18.57 18.57 18.58 3 51 350 1 30 38 32 32 

18.49 18，53 18 63 334 '342 4 38 32 5 

18，50 18，52 18.58 344 340 一 33 24 。
18，57 18.57 1858 304 'ー 1 7 6 6 4 1 2 

、

18.53 18.54 18.58 1 91 1 94 184 1 2 1 a 1 5 

18，58 18 53 18.59 307 3 1 1 314 8 1 9 1 8 

18.54 1855 18 60 13 1 6 3，19 34 35 24 

18.60 18.60 18571334 44 42 32 

ー ーも.

18.63 24 68 14 3 6 4 

18.60 1864 18，63 一 35 2 。 。 9 

18.61 18.5.9 18.5 8 一 22 1 204 。 3 3 

一一
18.61 18.62 1 860 174 2 19 221 1 1 3 

18，60 18.60 18.64 214 177 一 。 23 。
18.63 18.60 204 13 4 2 9 。
18.61 18.61 18 69 314 1 6 1 5 。 7 

18.62 18，62 1864 一 一 一 。 。 。
1 8.59 18.64 18，69 ← 232 。 7 。
1 863 18.60 18 07 206 166 6 18 。
18.62 18.67 18.68 198 177 。 1 5 1 8 
1866 18.68 18.65 72 一 281 10 。 2 

18，63 18 66 18 66 74 1 64 13 。 2 

-・

-181ー

潮汐(池ノ鴻)

-月令 %3 14.9 

-潮時

満潮

%3-9.10， 22 18 

干潮

%3-3.30， 15.41 
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下平・ i深海地先

水
回 日寺 分 水深 水色 透明度 天候 気温 曇量 風向力

表 3ηt 

1 
1103/-I-R 03 。 23.6 ~日 27 1 1.5 5 9 21.4 9 N E， 2 

2 
1-"3-5 R I 5 。-1435 9 21.9 9 N E， 3 23.7 23.1 

3 
150-02 
-15. 34 1 2 5 8.9 。2.1.6 9 N E， 2 23.7 23.7 

4 
15-57 
-1-6.30 12.3 

45fT:511a0 9 

C 21.2 9 N E，" 2 2 3.7 2 3.7 
一 1'17-01 
5 -17.，i9 1.3.4 C 20.8 9 N， 2 23.6 23.7 

6 
1R-01 
-1S、25 。20.4 8 N， 2 23.6 23.6 23.6 
円9-01
7 23:7 I -1.925 1 4.1 。20.1 9 N， z 23.6 23.6 
8 10JlH-1905 J 1 5.0 4 10 B.C 1:9.8 2 N E， 3 24.4 24.5 23.5-
~邑32

9 
9-00 

~J 23.1_l -9. 22 1 4.8 9.5 BO 21.0 2 N E， 4 23.0 23.1 

10 
10-05 
-10.28 1 4.5 4 1 0 BO 20、7 1 N E I 4 23.0 23.4 23.5 

「

11 
11-00 

23.5 I -1120 14.0 5 1 0.1 BO 21.7 1 N E， 2 24.0 23.5 

12 
12'-00 
-12..36 1 3.2 5 10.5 BO 22.4 句 1 NE-l 23.6 23.5 23.4 

13 
B-12 
-1331 1 2.9 三~_10.1 BC 23.2 。N E， 1 23.6 2 3.5 : 2 ;~. 5 

観測場所

8T 7 

1 llY210 7.5 23.7 25 5 2 3.7 i 2::1.7 
t--. 

2 
14-02 
-14. 23 7.5 23.7 23.6 23.7 

3 
15-00 
-15. 31 7.5 23.4 23Jl' 23.τ 

4 
16 --0 1 
-16. 1R 8.0 23.7 23.6 23:5 

5 
17.-00 
~口 24 8.0 23.3 

6 
1R-・00
，_ 18. 25 23.3 23.5 23.7 

1B-00 
¥ 

7 -1.!J. 23 28.9 9.0 23.3 23.5 23.4 

IV，w1且5051 
一 r= =.:..==--==:: 

8 。 23.3 23.3 23.3 

一一ト一一一一日-30
9 -8. 52 2.5 5 23.3 23.2 23.4 

10 
9-・30
-9..57 23.0 23.1 23.5 

11 
10-30 
-10.52 9.5 23.1 2 3.1 23.2 

12 
11--31 

23.2 -1.151 1 1 23.2 23.2 

1.3 
12-30 
-12. 50 9.5 23.4 23.3 23.4 

一

- 182ー
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、表

1 8.97 

18.9 6 

18.97 

18.98 

1 ~.9 5 

18.96 

18.96 

18.95 

1.8.98 
トー

18.9.8 

1.8.97 

18.94 

18.95 

19.02 

19.03 

19.04 

19.0 1 

19.04 

19.00 

1，9.03 

19.07 

1 9.10 

1 9.10 

19.07 

19.06 

19.07 

素 量%。

3m  底

一一一-
1 9.00 19.00 

1 9..0 2 19.02 

18.97 18，96 

19.16 19.05 

1 8.98 19.02 

18.95 19.06 

18.98 18.94 

1 8.94 18.94 

18.94 18.98 

18.96 18.97 

18.98 18.95 

.18.94 18.94 

18.95 19.04 

19.03 0.2 

19.03 18.98 

18.97 18.99 

18.98 19.00 

19.00 19.00 

18.97 18.98 

18.97 18.98 

19，05 19.02 

19.03 19.04 

19.08 1 9.01 

1 9.00 19.02 

1 9.04 19.04 

19.00 19.06 

調を年月 B 8. 42. 10 18 "" 19 

演IJ 流

17方1向(度) 流速(勾AJ)
3m 底 1m  

一 一 。
250 241 144 13.0 

31 41 36 3.0 

61 1 I 251 2.5 

233 243 226 23.5 

231 237 221 17.5 

227 230 226 22.0 

211 226 226 10.5 

225 236 237 21.0 

229 227 2 21 8.5 

235 241 261 12.5 

217 214 271 7.5 

51 1 2.5 

31 81 261 l.0 

74 81 1 06 4.5 

102 101 1 31 1 1. 0 

1 11 97 79 14.5 

1 21 11 1 128 14.0 

111 一339 17.5 

一 191 321 21.5 

294 266 3 11 26.0 

280 311 274 9.5 

一 1 03 94 9.0 

1 71 171 1 10 12.0 

224 195 191 6.5 

一 231 。

3m 底 表 3m  底

一一
0.5 。94.0 94.5 .9 5.2 
4.5 4.5 93.5 94.1 95.5 

7.5 6.0 97.0 97.2 97.6 

9.0 4.5 93.8 94.2 

23.2 20.5 92.2 92.8 93.5 

1 
21.0 1 9.5 9 1.0 91.5 92.2 

26.0 26.0 91.0 91.2 92.0 

一一一ト一一一ー
52.0 33.0 92.0 92.1 92.2 

23.5 42.5 92.0 91.0 91.8 

1与.0 12.0 9 1.0 91.0 9 ::1.0 

5.5 0.5 9 1.0 93.0 94.2 

11.5 
2.5 I 9 3.0回ι二二」 目 8

1.0.1 4.5 1 9 3.0 ! 9 5.0 i 9 6.5 

1 

1.5 100.6 101.6 114.9 

5.5 ::1.5 96.4 102.4 99.4 

一
7.5 14.5 99.8 94.1 114.1 

14.0 7.5 101.8 98.8 96.1 

18.5 3 6.0 96.3 101.6 一
11.5 1 1. 0 95.3 85.0 100.0 

13.0 7.5 97.4 9-2.5 108.1 

1 5.0 1 7.5 94.5 90.8 94.3 

9.0 1.5 98.0 95.5 9.6.1 

5.5 6.0 92.6 94.1 94.1 

12.5 13.5 90.2 '90.2 9.4.3 

9.0 7.5 93.1 93.9 92.7 

0.5 。93.5 93.5 85.6 
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潮汐(牛深滋)

1Ji'R 満潮7.58 20.02 

1J;i9 11 且 28 20. 24 

1%且干潮 149 14.03 

1;!-イ9 11 216 14. 32 

月令 1%8…14.3 
1Ytg ・・・ 15.3 



r--ーーーーー母国一時

風向カ!
7.K 温 C'C) 

回 時分 水深 天候 気温曇量
表 3m  底

11V3-16 53 
1 
-14. 26 15.0 7 6.4 BC 6 N.NE-2 19.6 1.9.5 18.4 

2 
14-30 

6 7.0 BC  5 NN.E-2 1 9.4 19.4 19.3 -14. 55、

3 
15-30 

6 -15. 55 15.0、 6.0 BC 5 N.N.E-2 1 9.5 _1 9.4 1 9.4 

16-30 

~I :~~:~50 1_!_5.0 I 5 14~ I 5 I N.N.Eー1I 1. 9.5 I 1 9.4. I 1 9.5 
51117~〆'1ー715195515.65.5B  C3z  N N E-119.419-419i .4 

6 .:-:~ 5 I 1 6.0! 5 I 6.4! C I I 9 I 0 1__19.15_L 1 9._l:__J_1 9.2 
R-30 

。ト卜汁L十三:こ8一一
9-30 

8 I _虫 50 I 1 6.5 I 5 I 5.5 I 0 I I 9 I N. -2 I 1 9.1 I ..，..- I 1 9.1 

10;!?十:91 -;'_IU-50 116.21 5 1 5.81 0 1 1 9'1 N-3 1 1U  1 - 1 19.1 

U匹
lOI-:;_U15 115.51 5 1 5.31 C 1 l' 91 N.-4  

..". 

71IE主主 1419.2  -14. 1 7 BC 14.5 3 N 3 1 9.2 

2 I 1:~・ 30
-14. 5 B B C I 14.5 3 N 3 18.9 

一ー3ーート1ーー15-30 ト

-15. 5 7.9 BC 1 5.0 2 N 2 19.1 18.9 1 8;9 

4 
16一司30

6 7.5 BC 15.4 2 N 1 1 9.2 19.2 19.2 -1655 20.6 
H一一 一一
5 
17-30 
...... 17. 55 '21.2 一 NE 1 1 9.2 1 9.2 18.9 

1r;5 6 22;5 6 
7706Cし 1112 

9 E 2 18.9 1 8.9 1 8.9 

R-30 
.，._.-

7 
~且55 23.0 6 1.9 9 J:.!J<] 3 1 9.0 1 9.0 18.9 

十一・9-30
8 -10. 00 22.6 5-6 6.8 

。1 2.7 9 N}i~ 2 1 9.0 18.9 18.8 

10-30 
9 -1L 05 22.2 G 6.9 

。12.7 9 Nm 3 1 9.0 1 8.8 18.8 
10 
11-30 
-1150 21.3 5-6 7.1 

。15.0 9 J:.!E 3 1 9.0 19司O 18.8 
』個 司園町甲喧

11 
12-30 
，......13. 00 20.5 5;""6 7.0 。15.3 10 NE 3 1 8.8 18.8 18.9 

12 
13-30 斗川 NE 3 - 1:1 50 20.3 5-6 6.3 G 1 8.8 18.8 18.7 

13 

!
?
:
百
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8. 42. 11. 16 - 17 観測年月日

潮汐(氷!美)

13.9 11月16日月令
184 人118.7111 8.7 2118.74 

」ーで

1.0 4.0 1.0 1日ι出 3441 8. 7 1 11 8.7 2 11 8. 7 2 
14.9 11月17日!一一→一一←-→

満潮 13イ6-8.30.20.16 

1Yr7ー9.03，20.44 
干潮 lYr6-2.10，14.28 
lX7-2.41， 15.01 

潮時
徴11'.& ょ斗

144 

1.0 川一山~同ア24 w-目立!18.7011870

1.0 

1.0 微1数347;3 1 64 18.6 8 18.67118.67 

::ftiztfrit日
にil十;j二rn

1.0 1.0 。9.0 - 1204 18.69 1 8.6711 8.6 9 

1.0 

7.0 

1 8.7 0 11 8.7 2 11 8.7 0 

。微14 118.68jl 8.6 8 11 8.7 0 
一一

344 1 8.7 0 11 8.6 9 11 8.7 1 

E 

C 

4.0 

4.01 ー倣1.5 357.3 1 8.7 2 11 8.7 0 

83 90 90 7.0 微

微

t数344 18.68 1 8.7 1 11 8. 7 0 

82 92 90 10.0 1.5 325.5 224 1 8.7 2 11 8.7 2 11 8.6 5 

90 98 98 7.0 1.5 1.5 320 山句

F
h
u
 

qJV 
1 8.7 0 11 8. 7 1 11 8.6 9 

89 9邑96 7.0 4.0 1.5 324 29 14 18.62 1 8.7 2 11 8. 7 2 

4.01 ー4.0 4.0 354 34.7 34.7 18.68 占:竺118.67 

計寸??11::l::
1.5 29 14 1 8.7 0 11 8.6 8 11 8.6 6 

8 徴344 54 344 1 8.6 9 11 8. 6 8 11 8.6 5 

←日以L

88 

90 

4 1 1.5 

93. 

93 

9.8 

98 

96 

1.5 

4.0 

微

微

徴

1.5 

徴

359 

14 

1 8.6811 8.6 9118.6 5 

日三品三← ， 
1.5 

-185-
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附第3表過去Vtj>，けるl潮流観測l資料

調和分析Kよる半日周期表 (8T.1-5)

2m  (829.5 18日...， 26日エクマン 25時間観測)紀元時 S.29年 5月 18日

ST 

8 T 12 

8T 13 

ST 14 

i
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円
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一‘，d
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一

一

今

白
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，

J

-

一
4

4

岨

唱

A

町

2 m ( 8 34. 11. 29日...， 11. 30) 

8T 19 

2 m (8 34. 11. 29"" 30) 

8T 
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附第4表 真珠餐短漁場の各海域別芳1¥用可能面積表

|図必 i 地 名 可能面積 i 備 考

I 1 I三角・大矢野・千束
イ也

@大矢野・鬼島北

m'1港湾との関係考慮の嬰あb

50.000 I潮流が若干阜いので、中央部取った1吟68C
7.ki深、底質に良好。冬期の水温低下注意

港湾関係留意

5 0.000 I 水深 5-10 m 良好

冬期水温に留意、

① 三角西海

③金上 45.000 全上

@ 千束}銭々島南端

の西側

伊
h
u
H
闘のと場

意

後

殖

留

萌

務

係

意

m

ピ

関

留

5

エ
の

κ

マ
と

路

深

ル

路

航

水

ク

航

nu 
Aυ 
ハ
UAυ 

F
H
U
 

(4)大矢野町塔ノ崎

商、千、 22の南

1 8 0.000 梅雨時の比重低下注意。 水深 5- 10 m 

潮流若干早し(最大 50eう.-sac)

一一一一一一一一一一一一一一よ一一一一一一ー一一
計 385.000 

2 
松島

① 静、島南東土器 4 5.000 
水深 5- 10 m 

梅雨時の比重低下、冬期の低水温注意

②平瀬の北 5 0.000 
水深 5-10m 

航路とのi認係留意

③樋合島の南 6 0，000 

水深 5- 10 m 

潮流が若干早い(最大 50C%巴c)
航路との関係留意

④樋合島の南 30.000 

@大島・堂島の北西 1 4 0.000 航路との関係留意。 水深 5- 10m 

⑤ 古瀬の南 40 0.000 
冬期の)乳液の影響あb。 水深が蒼干浅い。

底質カP泥質 (M)である。

計 725.000 

- 189-

"、
同f



/ 

つ考{稽可能函積名地

大矢野北西

① 

図必: 事一
3 

航路との関係留意300，OOOrrt 祝瀬の南

冬期のj孔波の影響あタ450，ooom' 大矢野島南西端@ 

20.000 大矢野町・瀬高南@ 

湾口部は潮流が早い(技大 50C九日C)40，000 会上の東@ 

8 1 0.000 計

水深 5..，.10m

潮流の流速も適当〈最大 33C%8C)

冬期の低水混及び梅雨時の低比重K注意

100.000 

戸

姫戸町牟田の北

特627と711の間

姫

① 

4 

上会200.000 

入

南

港

の

一

戸

田

間

南

牟

二

の

町
町
川
町

一
戸
一
口
'
u
v

姫

姫

特

口

②

③

 
5 0.000 

1
1
1
1
1
1斗……一

(おこi笥戸浴入口

⑤姫戸町永白の南

特 732と658の間

4i5.000 計

竜ケ岳・倉岳町
5 

潮流が若干早い200.000 高戸漁港北① 

@ 潮流が若干早い。冬期の季節風を受ける。6 0.000 樋ノ島北端

潮流が若干早い。南東の風波を受ける。

潮流が若干早い。

4 0.000 樋ノ島l有端③ 

採石場、ハマチ養植場との関係
30.000 Ifrノ島東端。〉

80.000 者自ノ島南西端⑤ 

防災留意南東のl武波を受け、7 0.000 問島南⑤ 

⑦ 潮流が早lハ6 0.000 伺島西

南東のj武波を受ける。防災上の注意1 6 0.000 i窃串南東町

大道東側

⑤ 

① 及び水深が少し深い (20m) 上企1 4 0.00 0 

水深は適当

-190 -
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図.%. 地 名 可能面積 {蔚 考

5 ⑪ 横島東側 1 5 0，0 00 l1i 水深が若干深い (20m)。潮流が若干早い

⑫横島西側j 1 00.0 00 水深が若干深い(20-25m)

⑬横島の北天103の西 3 0，000 

⑪(訟の凶 80，000 水深が若干深い (20m) 

⑮尾南南西 6 0‘000 水深は1i量当 (5-10m)

⑩楠盛島東 50.0 00 水深が若干深い (15- 20 m)。潮流が若干早い

⑫ 会上 3 0.000 全 上

⑮枚島北 3 0.000 水深が若干深い(15-20m)

⑮ /1 40，000 ，人」 上

⑩ /1 50.000 全 上

@ 11 100，000 全 上

@ 11 4 0，0 00 企 上

計 1，7 o O，O 0'0 

6 御所浦

①枚島東端 5 0.000 潮流が惹千平い(捻定最大40C%白c)

@唇島西 5 0，000 

@ 枚島のl富島領u 40.000 

①③の南 50.000 水深がやや深lハ 10 - 20 m 

@ 1;5-木崎南 3 0.000 企 上

@元滞 . 30，000 

④元浦 7 0.000 

@枚島長浦南西 5 0.000 水深がやや深い 20 m 

@ 会 上 60，000 

ω 枚島長J浦西 10 0.000 

⑫ 枚島北西 70.000 水深がやや深い 20押l

([j) 竹島北東 1 2 0.000 水深がややi深い 20-30rri 

@竹島北東
水深がやや深い 20-30 m 

潮流がやや早い(推定最大 30-40ヴもほ;) 

. 
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国J低 地 名 可能面積 f蒲 考

50.000 m 6 也j 萩島東

計 830.000 

7 
倉岳・栖本

①栖本港東南
水深 5-10 m 適当

35 0，000 
後脊地の河川の影響若干あb

①栖本港西南 300，000 全 上

① 塔ノ l崎南 200; 0 00 水深は5-10 mで適当であるが海底が急情斜

(4)横島東 90，000 企 上

計 940.000 

19 橋浦湾

① 五色島のぬ 70，000 水深5-10m 一部岩礁帯

② 五色烏の南東 100，000 水深5-10 m 

③ 上血塚島の北 1 20.00 0 水深5-10m 一部岩礁帯

@ 下lill塚治のilt1 60，000 会 上

③ 下前l塚島の南 120.000 会 上

⑤ 下f(有石場の南 15 0.000 水深 5- 10m 

⑦@の南 6 0，0 00 潮通しがややi惑い

③塔ノ崎西 10 0.000 

計 78 0.000 

9 有明町、大浦赤崎 。地形、潮流、底質の関係で余裕なし

10 有明町、上津浦、島子

①赤崎港南 200.000 
潮流が若干早川推定最大 50C~Sω、平均 20

- 250m 

②上海、浦西 100.000 港湾との関係あb

③ 大島子南 1 6 0，000 

@本渡市志怖の函 1 0 0.000 

計 560.000 以上何れも冬期の季節風の影殺を受ける。

L 晶一品一一一ー
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図必; 地 名 可能面積 備 考

ト一一

11 訴口町及び佐伊津
m' 

佐伊津港北 390.000 
漁港との関係。冬期の風波の関係、考慮の要あ

り

計 39 0.000 

12 苓北町

①坂瀬川西
水深 5m前後

潮流が若干早〈、冬期の風波を受ける。

計 300.000 

13 新和町、大多尾

①大多尾の北 80.000 水深5- 20 m、海底急傾斜

@ fI 120.000 全 上 及び潮流が若干早い。

@下大多尾の南 240.000 潮流刃搭千平〈、広質岩礁のところあb

④惣津島の南 1 5 0.0 00 
潮流が若干早〈、海底が急傾斜(5-20 m) 

jま質岩磯

⑤④の南 6 0.00 0 
入江のため潮流は適当であるが、海底急傾斜

5 - 20m 底質岩礁

計 650.000 

14 
新和町、?叩甫町

①宮ノ河内湾入口
水深5-25 m 海底急傾斜

14 0.0 0 0 
潮流が若干早〈、底1t岩礁のところあり

②①の北
水深 5-20 m 海広治、傾斜

80.000 
成質、岩礁のところあb

@宮ノ河内 8 0.00 0 

青十 300.000 

15 牛深市、深海、浅海

① 深海町下平地先 100，000 水深 5"';10 m 入江のため潮流も適当

水深 5-20 m 湖底魚傾斜

② 深海と下平の間 60，000 潮流若干早川推定最大50C%ec) 底質岩礁の

とこるあタ. 
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函A. 地 名 可能荷積 {蔚 考

15 手深市、深海、浅海
m' 

③深海湾 6 0，000 
水深 5-10m

潮流適当、漁浴との関係あb

@浅海湾入口 3 0，000 
水深 5;"'"30m 海底急傾斜

潮流が若干早〈、底質岩礁あb

⑤浅海湾 4 0，000 |水深がやや深い 1O-Z0m 

言十 Z 90，000 

16 牛深市
。

17 牛深市魚貫 。

18 河鴻町、羊角湾
。

天 草 計
F 

9，105，000 ' 

芦北 自ノ浦町
1 
守① 只崎地先 16.0，000 水深4m前後で浅く、底質も泥質である。

@ 椴島南菌 8 0，000、 水深'10:""15 m 底賞、一部岩際貿

潮流最高40ιi'Xec(表)

計 240，000 

芦北 芦北、湯浦、津奈木
2 

(水深 5-15m 底質槻
①井手鼻地先 60，000 

|入江のため潮流適当

②坪木鼻地先 60，000 
I ?k深 5'-10m 

1ま賢一部砂泥

③ 福浦湾入口 !水深 10m前後

計 1 2 0，000 

合北 津奈木、水俣

4 

①福浜地先 150，000 
水深がやや深い 10- 30m 潮流は適当

l 南東の風波の影響あり

②海浜地先 60.000 l 水深 10- 20 m その他企k
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上司〆必.1 地 名 令市 タ~f

③ 津奈木湾入口 200‘000
1η 
E正K漁場として利用されている

(お -戸i
、. ーと 200，000 

|時10-20m 
火 109漁場との関係考慮。淡水の影響がある。

6 10，000 

水俣市

① 袋湾入口‘の南 1 20，000 
l水深10m古ti
底質砂、潮流が少しおそい

@ 茂進地先 5 0，000 l水深 5- 10 m その他企上

言十 1 70，000 
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